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１．はじめに 

 

令和 8年度は、「中期経営戦略（第三次）」の最終年度である。長期経営計画と同時にスタ

ートして 3年が経過し、各部署においては計画通りに進んだ事項もあれば、新たな課題が明

らかとなり修正を余儀なくされた事項もある。 

 

これらを総合的に評価・検証し、その成果と課題を踏まえて「中期経営戦略（第四次）」

へと確実につなげていかなければならない。また、長期経営計画についても 3 分の 1 が終

了することとなるため、現在の到達点を客観的に確認し、計画が着実に前進しているかを検

証することが重要である。 

各部署においては、長期経営計画の実現に向けた事業の進捗を確認するとともに、改めて

「自部署は何を使命とする事業所なのか」を問い直し、役割と責任を明確にしていく。 

 

職員体制については、新たな組織体制を構築した。管理者（課長）を中心に、係長・主任

が責任を持って事業を推進する体制とし、職員一人ひとりが役割を自覚し主体的に行動す

る組織への転換を図ったものである。この体制により、利用者への支援の質の向上と、安定

的かつ円滑な事業運営の実現を目指す。 

 

また、正規職員を「総合職」と「一般職」に区分した。これは将来、法人全体の運営を担

う人材を計画的に育成するための取り組みである。これまで人事異動が限定的であったが、

今後は事業所間の計画的な異動を実施し、組織全体を俯瞰できる人材を育成していく。 

一方で、職員の業務負担の改善にも重点を置く。今年度よりリフレッシュ休暇制度（5日

間の連続休暇）を導入した。福祉業界において連続休暇の取得は容易ではないが、意識的に

休暇を取得し、心身のリフレッシュを図ることは、質の高い支援の基盤となる。 

 

ゆたか会の 10年後を見据えた長期経営計画の到達点というゴールは不変である。そのゴ

ールに対し、現在どの地点に立っているのかを明確にし、令和 9年度から始まる「中期経営

戦略（第四次）」を確かな基盤のもとにスタートさせたい。 

そのためにも、令和 8年度の事業計画は極めて重要な位置づけとなる。 
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２．法人本部

区分 実施内容 区分

④業務プロセスの視点

事業所訪問の実施
・毎月1回各事業所への訪問を実施し、各事業所の
　状況把握を行う。

外国人労働者の積極的雇用

インターンシップの実施
・インターンシップの広報を強化し、参加者を確保
　する。

職員交流会の実施

・希望の郷の事業改編を見据え、令和９年度の受入
　れを検討する。

・職員交流会を年2回、定期開催する。
・様々な実施方法を検討し、より多くの職員が参加
　できるようにする。

災害訓練の実施
・BCPを基にした災害想定訓練を法人全体で実施す
　る。

第4次中期経営戦略の策定 ・第4次中期経営戦略の策定を行う。

希望の郷の建て替え計画の立案

・希望の郷の新事業計画の策定に向けた「希望の郷
　新事業計画策定委員会」を組織する。
・委員会では、事業内容、建屋の建て替え範囲、人
　員配置、予算などの検討を行い、「希望の郷新事
　業計画」を策定する。

法人内事業の連携によるサービスの
向上

管理者会議の見直し及び実施

・会議体の見直しを行い次の会議を開催する。
　「課長会議」･･･3ヶ月に一度開催
　「経営会議」･･･2ヶ月に一度開催（奇数月）
　「事業運営会議」･･･2ヶ月に一度開催（偶数月）

理事運営会議の見直し
・理事運営会義の参加者を見直し、新たに「法人運
　営会議」として毎月開催する。

離職防止のための職員処遇の検
討

・離職者へのアンケートを実施し、離職防止への取
　り組みを検討・実施する。
・職員の資質向上及び離職抑制のため、資格取得支
　援を立案し、法人に提案する。

重点課題

地元企業との協同事業の実施
・THREE-Pにおいて大浦フーズとの協働でミンチカツ
　「みのすけ」の製造・販売を開始したことから、
　今後は後方から援助を行う。

災害時要援護者の受入れ
・加西市社会福祉連絡協議会が主催する災害訓練に
　参加する。
・災害訓練時に要援護者の受入れ訓練を実施する。

①地域貢献の視点

各委員会での共同による事業展開
・各委員会の実施状況報告を半期に一度行う。
・共同で行う事業があれば実施する。

広報・人材確保委員会による人材確
保施策

・国庫補助金についての情報を引き続き収集する。

民間金融機関及び福祉医療機構
からの融資検討

・自己資金や国庫補助金で不足する資金を確保する
　ため、事前に情報を収集する。

資金収支計画の策定
・令和7年度に策定した資金収支計画と実際の状況を
　比較・検討し、状況に合わせて計画を見直す。

③顧客の視点

ほっとかへんネットへの参加
・加西市社会福祉法人連絡協議会と連携して、関連
　事業への参加を行う。

②財務の視点

希望の郷の建て替えに係る資金確保

継続

継続

継続

継続
各事業の単独黒字化
　（資金収支計算書ベース）

・自己資金の確保のため、受託事業以外の事業の単
　独黒字を達成する。
・赤字だけど仕方がないではなく、赤字回復の方策
　を人員配置や事業見直しも含めて各管理者と立案
　する。
・赤字からの回復を期限を定めて実施する。
・単年度の積立資産1000万円を目標とする。

国庫補助金の申請検討

継続

継続

継続

継続

新規

継続

継続

継続

継続

継続

継続

新規

継続

継続
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区分 実施内容 区分重点課題

・事業所訪問時に長期経営戦略の進捗状況を聞き取
　る。

進捗状況の聞き取り

長期経営計画の進捗管理

・聞き取った進捗状況や外部からの情報を基に新た
　な地域ニーズに応える事業の検討及び立案を行
　う。
　＊老障介護に対応する事業
　＊サービス付き高齢者向け住宅
　＊障害者グループホームの増設
　＊放課後等デイサービスの開設

今後の事業展開の整理及び検討

採用計画の策定
・安定した人材確保のため、職員採用計画を策定す
　る。

④業務プロセスの視点

ICT化の推進による業務負担軽減
・ICT化できる業務の選定を行うと同時に、最新機器
　の情報を調査する。
・補助金などの調査を行う。

職員配置の適正化
・各事業所の配置基準と実態及び人件費率を精査
　し、効率の良い人員配置を考査する。

⑤学習と成長の視点

次世代を担う職員の育成

法人主幹研修の職員別受講計画
の作成

・研修体系表を基に、受講内容及び対象者のリスト
　化を行う。

人事考課制度の見直し
・令和7年度に人事考課の見直しを実施したことか
　ら、見直し後の経過を分析し、不都合があれば改
　善を行う。

各事業所の新たな事業の実施に向け
ての準備

・各事業の長期経営戦略の実施状況を事業所訪問時
　に聴き取り、問題点などは法人運営会議にて対応
　策を検討する。
・年に一度ヒヤリングを実施し、進捗状況を確認す
　る。

希望の郷の事業見直し

・希望の郷の新事業計画の策定に向けた「希望の郷
　新事業計画策定委員会」を組織する。
・委員会では、事業内容、建屋の建て替え範囲、人
　員配置、予算などの検討を行い、「希望の郷新事
　業計画」を策定する。

少数精鋭による組織体制の構築

新規

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続
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法人本部別添資料①

監事監査

回数 日程 予定議題 備考

第1回 5月下旬 ①令和7年度事業監査

②令和7年度会計監査

理事会

回数 日程 予定議題 備考

第1回 6月上旬 【予定議決事項】

①令和7年度事業報告について

②令和7年度収支決算（案）について ・評議員会へ議題提出

③評議員会の開催について

【予定報告事項】

①令和7年度監査報告について

②理事長専決事項について

③業務執行理事専決事項について

④理事運営会議開催状況について

第2回 9月下旬 【予定議決事項】

①第1次補正予算について

【予定報告事項】

①理事長専決事項について

②業務執行理事専決事項について

③理事運営会議開催状況について

第3回 12月中旬 【予定議決事項】

①第2次補正予算について

【予定報告事項】

①理事長専決事項について

②業務執行理事専決事項について

③理事運営会議開催状況について

第4回 3月中旬 【予定議決事項】

①第3次補正予算について

②中期経営戦略（第四次）について

③令和9年度事業計画について

④令和9年度収支予算について

⑤令和9年度人事案件について ・部長職以上の人事案件

【予定報告事項】

①理事長専決事項について

②業務執行理事専決事項について

③理事運営会議開催状況について

評議員会

回数 日程 予定議題 備考

第1回 6月下旬 【予定議決事項】 ・定時評議員会

令和7年度収支決算について

【予定報告案件】

①令和7年度事業報告について

②令和7年度監査報告について

③理事長専決事項について

④業務執行理事専決事項について

令和8年度　会議開催予定
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月 研修名 研修内容 対象者

6月 会計実務基礎講座

・日常の会計実務に必要な簿記の基礎（3級
レベル）を理解する。
・社会福祉法人会計の仕訳ができる。
・決算の進め方を理解し、計算書類を作成
できるようになるための基礎を習得する。

・会計担当者

組織マネジメント基礎講座

・管理職として知っておくべき基本的な心構
えや基礎的な知識を学ぶ。
・チームをまとめ、成果をあげるために現場
で実践すべき事項を学ぶ。

・経営推進係長

7月

管理職研修

・経営・組織マネジメントの基礎を習得（復
習）する。
・管理職としての技術的課題や適応課題を
把握し、分析手法の基礎を理解する。
・相互の情報交換等を通じて自身のこれま
でを振り返り、今後のステップアップを図る。

・経営推進課長

法人本部別添資料②

令和８年度　法人本部職員研修計画

5月 組織マネジメント基礎講座

・管理職として知っておくべき基本的な心構
えや基礎的な知識を学ぶ。
・チームをまとめ、成果をあげるために現場
で実践すべき事項を学ぶ。

・経営推進課長

8月
アンガーマネジメント研修
（管理職向け）

・自身の「怒り」の感情を知り、コントロール方
法を習得する。
・適切に部下にかかわる方法を学び、パワー
ハラスメント防止に向けたマネジメントを理解
する。

・部長、参事

監事研修
・監事
・理事長、本部長、参事

・社会福祉法人の監事としての役割
・業務監査・会計監査のポイントを理解し、
監査を行う上で必要な基礎知識を習得す
る。9月

労務管理研修
・職員の労務管理についての知識を習得す
る。

・労務担当者

10月
アンガーマネジメント研修
（一般職向け）

・現場の様々な場面で起こりうる、「怒り」の感
情に気づく。
・ 「怒り」の感情をコントロールする方法を習
得する。

・法人本部職員

11月 リスクマネジメント研修
・法人運営における様々なリスクへの対処方
法や予防方法を学ぶ。

・経営推進課長
・経営推進係長

12月 ハラスメント研修
・様々なハラスメントの知識の取得と対象方
法を学ぶ。

・理事長
・課員

1月
会計実務担当者研修
（予算・決算）

・社会福祉法人における決算書の体系や予
算編成の基本的な仕組みを理解するととも
に、適正に処理するための実務のポイントを
習得する。

・会計担当者
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第 2層生活支援コーディネート事業 

 

１．事業の目的 

本事業は、介護保険法に基づく生活支援体制整備事業として、高齢者が住み慣れた地域で安心

して暮らし続けられるよう、地域住民地域住民の自主的な活動を支え、関係機関・介護保険事業

等と連携しながら、社会福祉法人として培ってきた専  門性を地域に還元し、持続可能な地域

づくりを進めることを目的とする。 

 

２．重点課題と取組方針 

重点課題１ 既存の地域活動の継続支援 

【取り組み方針】 

   いきいき 100 歳体操やサロン等の既存の地域活動に継続的に参加し、参加者や担い手の状況

を把握しながら、活動の継続を支援する。 

 

重点課題２ 顔の見える関係づくりを基盤に、地域課題を可視化する 

【取り組み方針】 

地域行事や集いの場への継続的な関与、日常的な会話や相談対応を通じて、個別の困りごと

を丁寧に拾い上げ、整理する。 把握した課題については、必要に応じて関係機関と情報共有

し、専門的支援につなぐ。その際、専門的支援につなぐことによって地域との関係が途切れる

ことのないよう留意する。個別の課題を地域の課題として捉え直し、住民同士の支え合いや見

守りにつながる関係づくりを進めることで、地域で暮らし続けるための基盤づくりを行う。 

 

重点課題３ 西在田小学校跡地を活用した地域福祉の拠点整備を進める 

【取り組み方針】 

西在田小学校跡地利活用に関する会議へ継続的に参画し、地域住民の想いを大切にした話し

合いを支える。小学校校舎の利活用については、業者の介入により商業施設としての活用方針

が固まりつつある一方で、地域住民の中には、介護保険事業での活用や地域福祉活動の拠点と

したいという想いも多く見られる。 

こうした地域のニーズを踏まえ、学童に使用していた幼稚園跡地について、介護保険事業を

基盤としながら、介護予防、交流、見守り、地域活動が重なり合う拠点として、地域に開かれ

た場の在り方を検討する。社会福祉法人として培ってきた専門性や実践知を活かし、「サービ

スの提供の場」にとどまらない、地域貢献と事業が両立する拠点づくりを進める。 

 

重点課題４ 多様な生活支援の実情を把握し、地域資源が持続可能であるようはたらきかける 

【取り組み方針】 

地域主体型交通、移動販売、ボランティア活動等、地域における生活支援の在り方や住民の

ニーズは、状況や時期に応じて変化していく。継続的な関わりを通じて実情を把握し、地域資

源が継続されるよう、関係者間の調整や情報共有を行いながら、持続可能な仕組みづくりにつ

ながる働きかけを行う。 

重点課題５ 社会福祉法人連絡協議会と地域支援を結びつける 

【取り組み方針】 

   地域の高齢化や担い手不足といった課題に対し、社会福祉法人が担う公益事業の機能や人材

を活かし、地域支援や住民主体の取組と結びつけていく。 

既存の地域活動に、社会福祉法人が補完的に関わることで、地域福祉の持続可能性を高め

る。 
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３．障害者施設支援部

区分 実施内容 区分

④業務プロセスの視点

③顧客の視点

地域行事への積極的な参加
・継続して行事参加をする。
・利用者、担当職員の調整がスムーズに進められる
　よう、早期からのスケジュール調整を行う。

支援の統一化を図るためのマニュア
ル整備

・毎年、管理職で4月と9月にマニュアル見直しを行
　う。

第三者評価を見据えた自己評価の実
施

・昨年度実施した自己評価を検証し、施設の課題の
　洗い出しと選別を行う。運営会議等で改善検討
　し、具体的な取り組みを進めていく。

地域連携推進会議の推進
・各委員会の取り組みや収支状況等を報告する。
　会議を通して、構成員と共に取り組めるものを検
　討し、実現する。

重度化、高齢化に対応するチーム支
援の確立

・該当する利用者の状況把握をすると共に、必要な
　支援の洗い出し、個別支援計画への反映等行い、
　具体的な支援に取り組む。可能な範囲で施設のハ
　ード面（2階の洋室化や特浴の設置等）の改善を行
　う。

生きがいや楽しみがもてる余暇の充
実

施設入所支援の充実

大学や企業との協力関係の構築①地域貢献の視点

②財務の視点

法人本部と連携し状況に応じた人材
確保

重点課題

8050問題に対応するサービス確立

希望の郷建て替えに向けた定員や職
員配置、支援体制等の検討

法人内の各事業所と連携し、実習生
の受け入れを人材確保につなげる

緊急時短期入所空床確保事業の推進

新規

継続

新規

継続
・法人本部と連携し、人材確保を進めていくと共
　に、退職者が出た場合には、早急に職員確保す
　る。状況等を経営推進課との会議で共有する。

・職員の常勤換算数の法令遵守。費用面については
　法人本部と連携し、グループホームの検討を行
　う。
・従たる事業所の整備、利用者確保を行う。
・営業日の見直しを行う。

継続

・実習依頼に合わせて受け入れる。 継続

・事業所内で学生が取り組める内容を学校と連携し
　て作り上げる。イベント等において、THREE-Pで製
　造する「みのすけ」を販売する機会を調整する。

継続

・自立支援協議会に参画し、緊急時短期入所空床確
　保事業を行い、家族等の不安解消の一助とする。

・緊急時短期入所空床確保事業継続のため、土日に
　1床空部屋をつくり、緊急時に備える。

継続

継続

継続

継続

継続

・活動支援委員会が軸になり、個別外出を実現する
　ために、意向調査や年間スケジュールの策定を行
　う。個別支援計画に内容を盛り込み、計画を実現
　する。

・移動動物園、マッサージ等のボランティアを受け
　入れると共に、協力者の開拓を進めていく。

・余暇等含めた支援ができるよう、土日の職員配置
　を見直す。

作業活動の再編

BCP訓練の実施

・法人主導で訓練を実施する。みえた課題について
　改善策を検討し、災害等発生時に活用できるよう
　にする。感染症に関しては前年度の検証を踏ま
　え、訓練を実施する。

継続

・活動支援委員会が軸になり、活動メニューや職員
　配置等を見直し、現状に即した内容に変更する。

継続

継続

継続

希望の郷（本館、虹の家、療育の
家）再編に向けた会議の実施

・運営会議で希望の郷（本館、虹の家、療育の家）
　再編、従たる事業所の運営及び進捗管理を行う。

新規

ボランティアや実習生等の積極的な
受け入れ
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区分 実施内容 区分重点課題

④業務プロセスの視点

⑤学習と成長の視点
・OJT担当者の育成と共に新任職員の育成を行う。 新規

スペシャリストとジェネラリストの
育成

・人事考課において、管理職が職員の意向を把握
　し、適正等を見極めていく。

継続

組織的なOJTの実施

継続

・環境整備委員会を軸に施設内外の環境や修繕箇所
　の把握、修繕に取り組む。

研修の充実
・面談等を通して、本人・施設に必要な知識技術の
　習得のための研修に参加し、学びの共有と先の支
　援にいかす仕組みづくりに取り組む。

計画的な環境整備の実施 継続
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月 研修名 研修内容 対象者

・自閉症研修
・事故防止委員会研修

・自閉症に関する研修
・事故防止に関する研修

・経験の浅い職員または希望者
・全職員

６月

７月

５月
・栄養士研修
・虐待防止委員会主催研修

・栄養士の業務に関する研修
・虐待防止に関する研修

・栄養士
・全職員

・播淡地区研修会（初任者研
修）
・北播磨給食施設協議会

・意思決定支援
・北播磨圏域施設の給食業務に関する研修

・経験の浅い職員または希望者
・栄養士

令和８年度　職員研修計画　（障害者施設支援部）

４月

８月
・北播磨圏域フォローアップ
研修
・感染症ＢＣＰ訓練

・未定
・感染症ＢＣＰに関する訓練

・研修内容に合わせて対象者を決定
・全職員

・コミュニケーション研修（基
礎）
・防災ＢＣＰ訓練

・経験の浅い職員または希望者
・全職員

・支援における基礎的なコミュニケーション
・防災ＢＣＰに関する訓練

９月

10月

・コミュニケーション研修（自
閉症）
・ＯＪＴ研修
・感染症委員会主催研修

・自閉症支援におけるコミュニケーション
・ＯＪＴに関する研修
・感染症予防に関する研修

・経験の浅い職員または希望者
・指導的職員
・全職員

11月
・播淡地区研修会
・サビ管実践研修
・虐待防止研修（管理職）

・未定
・サービス管理責任者に関する研修
・虐待防止に関する研修

・研修内容に合わせて対象者を決定
・サービス管理責任者
・管理職

2月

3月

12月
・サビ管更新研修
・虐待防止研修（一般職）
・播淡地区中堅職員研修

・サービス管理責任者に関する研修
・虐待防止に関する研修
・未定

・サビ管更新対象者
・虐待防止委員会職員
・研修内容に合わせて対象者を決定

1月
・強度行動障害（基礎）研修
・強度行動障害（実践）研修

・強度行動障害に関する基礎的な研修
・強度行動障害に関する実践的な研修

・未受講者
・基礎研修修了者
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４．相談支援部

区分 実施内容 区分

ひきこもり支援の充実

医療的ケア児等への対応

・アウトリーチ支援会議にコムサロン21の参加依頼
 を継続しながら、支援者のスキル向上と支援体制整
 備を行う。
・ひきこもり家族支援プログラムCRAFTの県内実装を
　4市町で進め実装評価を行う。

個別支援の充実

・連携の相談を待つだけでなく、こちらから発信す
　る機会や研修の機会を通じ、対象となる方の相談
　に素早く関わることができる体制を作っていく。

継続

継続

・「医療的ケア児支援体制フローチャート」の運用
　状況を把握・検証し、事例共有や研修を通じて理
　解と定着を図るとともに、関係者への発信により
　内容の浸透と実効性向上を目指す。

継続

・自殺リスクケースに対応できる相談支援体制を、
　市保健師と連携して整備する。
・協議会を活用し、高齢分野との連携を強化すると
　ともに、相談者に対する支援体制や居宅介護サー
　ビスの安定的な提供を検討する場を設置し、地域
　全体で支援を行える体制を整える。

継続

・加西市をはじめ圏域内市町の協議会に防災をテー
　マとして位置づけ、議論の活性化と地域課題の抽
　出を推進する。
・「共同支援会議報告書」を地域の事業所が活用・
　発信し、個別課題から抽出した地域課題を整理・
　蓄積しやすい体制を整える。
・多可町において、8歳児発達相談（仮）のモデル地
　域実施を行い、評価を踏まえた本実施に向けた準
　備を進める。

継続

・新規計画相談の受入基準や対応範囲を明確化し、
　他事業所との役割分担・引き継ぎを進めるととも
　に、業務手順の見直しにより、委託業務および基
　幹センター機能を優先した効率的な運営体制を整
　える。

継続

継続
・定期的な状況確認により事業の必要性を把握し、
　対象発生時に迅速対応できる体制を維持するとと
　もに、実施・継続の妥当性を適宜検討する。

・研修内容を整理・体系化し、支援者・地域向け研
　修を計画的に実施するとともに、協議会等を通じ
　て多機関連携や成果共有を進め、地域からの研修
　要請にも対応する。

継続

・加算取得に必要な研修受講者数を把握・管理し、
　複数名で対応可能な体制を整備する。特に高次脳
　障害支援研修への派遣を通じ、不測の事態でも加
　算取得が可能な状況を維持する。

継続

・月遅れが想定されるケースを早期に把握し進捗を
　管理するとともに、相談支援の質を前提とした適
　正な請求運用について職員間で共通認識を醸成
　し、安定した業務遂行を図る。

継続

・指定特定相談支援事業所間で定例会議等を活用し
　役割整理・情報共有を継続するとともに、支援困
　難ケースの共同対応、人材育成の仕組み化、取組
　効果の可視化を進め、一般相談への対応も促進す
　る。

継続

①地域貢献の視点

②財務の視点

自立生活援助事業の利用者確保

重点課題

支援体制の整備に向けて、県、圏
域、市町に提言する。

計画相談件数

8050問題の理解促進及び人材育成

計画相談での加算獲得徹底

過不足のない請求業務の徹底

指定特定相談支援事業所間一体的管
理運営の推進

関係機関と連携し、複合課題を抱え
たケースに対応し、専門性を発揮す
る。

医療的ケア児等に対する支援体制の
整備

継続

③顧客の視点

・課内ケース検討会や代表者会議で個別ケースを定
　期的に検討し、支援の充実を図る。また、研修や
　スーパービジョン（SV）の取り組みを継続しつ
　つ、各職員との面談や効果測定を通じて、個別支
　援の質をさらに高める。
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区分 実施内容 区分重点課題

支援課題が多いケースへの対応力向
上

継続

・支援課題の多いケースに対して、組織としての対
　応力を向上させ、職員が適切な判断と支援方針の
　実践を行える体制を整える。

継続

継続

継続

継続

⑤学習と成長の視点

研修の実施

・相談支援に必要な知識・技術、情報分析力、課題
　解決力、発信力を育成するため、事業必須研修
　（虐待・BCP)に加えアセスメントや説明力向上を
　目的とした研修を企画・実施する。

④業務プロセスの視点

業務の効率化、時間外勤務の削減

・収支状況を踏まえ、各職員が自身の勤務時間を意
　識して業務を管理できる体制を徹底する。業務の
　優先順位や進め方、スケジュール管理方法を見直
　し、委託相談や基幹センター業務に必要な時間を
　確保できるよう調整・工夫を行う。

相談対応の整理

・基幹・委託相談の役割を明確化し、はんどは担当
　見直しと新規利用者対応、ブランチは困難ケー
　スの市町移行を進める。委託相談は早期に指定特
　定へ引き継ぎ、基幹としてバックアップする体制
　を整える。

外部研修参加の確保
・外部研修への計画的参加と職員間での短時間共有
　を通じ、知識・技術の習得と意見交換による組織
　全体の支援力向上を図る。

11



月 研修名 研修内容 対象者

・全職員2月
虐待防止及びメンタルヘルス
研修

・職員のストレスや疲労が支援に与える影響
を理解し、虐待の未然防止につなげる
・セルフケアとチームでの支え合いを通じ
て、安心して働き続けられる職場づくりを学
ぶ。

９月 虐待防止及びBCP研修

・日常支援に潜む虐待リスクを理解し、早期
発見・未然防止につなげる視点を習得。
・職員一人ひとりが果たす役割を整理し、組
織として虐待を防ぐ体制づくりを学ぶ。
・災害・感染症等の非常時に備え、BCP（業
務継続計画）の基本と現場での動きを確認。

・全職員

７月
相談援助（ケアマネジメント）
スキルアップ講座

・面談技術を習得し、だらだらとした面談を
防ぎ、短時間でも効果・満足度の高い相談
援助を学ぶ。
・現場でのアセスメント力と支援の組み立て
力を高め、相談支援の質と効率を向上。

・全職員

令和8年度　職員研修計画　（相談支援部）
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５．介護保険部

区分 実施内容 区分重点課題

ふるさと創造会議の常任理事を継続
し、地域づくり計画に基づいた、
ハーブ園の運営を行う。

職員配置の適正化

人生の最終段階の意思決定支援、医
療介護の連携体制の整備を行う。

人生の最終段階にある人の新規利用
を受け入れる。

地域密着型事業所との連携やあった
か介護相談員等の受け入れを行う。

地域で後期高齢者が暮らし続けるた
めの基盤づくりを行い利用者に選ば
れる事業を実施する。①地域貢献の視点

②財務の視点

認知機能が重度に低下した状態の後
期高齢者、パーキンソン病等で介護
度の多い人が利用し続けることがで
きるよう既存のサービスを維持す
る。

継続

継続

継続

継続

・認知機能の低下が著しい後期高齢者の連泊を支援
　する。
・パーキンソン病の高齢者が日中は自宅で過ごし、
　夜間の連泊を支援する。
・訪問看護/訪問リハビリテーションと連携による
　機能維持を支援する。

・人生の最終段階の意向を日常的に確認する。
・人生の最終段階の意向をプランに明記する。
・主治医や訪問看護事業所とアドバンスケアプラン
　ニングを行う。

継続

・これまで、暮らしを継続するための生活支援サ
　ービスを提供してきたが、必要に応じて癌の末期
　等で余命わずかな人の在宅療養のためのサービス
　提供を行う。

継続

・後期高齢者が安心して継続利用できる環境整備を
　行う。
・後期高齢者が在宅を基盤として暮らしを継続す
　る。
・サロンや体操に参加し地域の後期高齢者の見守り
　をする。

継続

・ふるさと創造会議に常任理事として出席する。
・地域住民と協力し、地域行事へ参加する。

・地域密着型サービス連合会への参加
・あったか介護相談員の積極的な受け入れ
・ほっとかへんネットと連携し、あったか介護相談
　員等の受け入れを行う。

新規

・パーキンソン病の人の健康管理を行う。
・かかりつけ医や訪問看護事業所との連携を行う。

継続

継続
・利用者の「したい活動」を吸い上げて充実すると
　ともに、外出（外食）などの機会も積極的に増や
　す。

・小規模多機能型居宅介護の柔軟なサービス提供に
　対応できるよう、職員の勤務帯の選択肢を広げ
　る。

継続

継続

継続

④業務プロセスの視点

・OJT（事業所内研修）などを通して、職員個々が
　内省をし個々の資質の向上をする。

人生の最終段階をどこで迎えたいか
の意思形成を行う。

・本人を交えてのアドバンスケアプランニングを実
　施する。

個別ニーズへの対応

・利用者に関する情報もしくはサービス提供にあた
　っての留意事項の伝達を目的とした会議を月一回
　実施し、職員全員が個別ニーズの確認と職員間で
　共有する。

訪問で利用者のニーズに柔軟に対応
ができる職員を育成

・後期高齢者の在宅生活の継続に必要なサービス提
　供についての理解を深める。

継続

継続

・利用者のニーズに合わせ買い物や通院の支援を行
　う。

③顧客の視点

医療依存度の高い人の利用を促進
し、介護度が高い利用者の継続利用
を可能にする。

予防から看取りまで長い期間安心し
て利用できる。

・予防の人の日中活動の充実により健康を維持す
　る。
・病気や転倒等で入院しても、退院後どっこいしょ
　で療養できるよう環境整備を行う。
・暮らしの中で、常に本人の意向確認を行い個別に
　必要な支援を行う。

通いでの日中活動の充実

買い物や通院を支援し在宅生活の継
続に必要な外出・移動支援を充実す
る。

個別ニーズに柔軟に対応できる職員
の育成
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区分 実施内容 区分重点課題

継続

継続

職員一人一人の専門性を高める ・OJTの実施とOFFJTへの参加の機会を作る。 継続

利用者の自己実現をかなえQOLの向上
を目指す

・事業所評価を実施し利用者のQOLの向上を評価し
　見直す。

業務の効率化

新しいニーズへの対応
・免許返納等で買い物や通院に困っている地域の高
　齢者の利用を促進する。

継続地域ニーズへの対応

④業務プロセスの視点

・間接的な業務の効率化を図ることで、利用者への
　直接支援を充実する。

継続

・第2層生活支援コーディネーターと連携し潜在化
　している地域のニーズへの対応をする。

⑤学習と成長の視点
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月 研修名 研修内容 対象者

防災について（土砂災害に係る避難訓練）※研修もしくは訓練

土砂災害や火災を想定した避難手順や役
割分担を確認し、実際の訓練を通じて迅速
かつ安全な避難行動を身につける。

全職員

６月

７月

５月 認知症についての基本的理解
認知症の種類や症状、進行の特徴を理解
し、認知症のある利用者への基本的な関わ
り方や支援の視点を学ぶ。

全職員

身体的拘束等の適正化と高齢者虐待防止について

事業所のマニュアルや指針を通して身体的
拘束の原則禁止や例外要件を理解し、不適
切ケアや虐待を防止するための具体的な対
応や職員の意識向上を図る。

全職員

令和8年度　職員研修計画　（介護保険部）

４月 1年間の研修予定と目標の設定
年度初めにあたり、年間研修計画の共有と
研修の目的を確認する。職員一人ひとりが
学習目標を意識し、資質向上につなげる。

全職員

８月 ハラスメントの防止について
職場における各種ハラスメントの種類や具体
例を学び、未然防止と発生時の適切な対応
について理解を深める。

全職員

介護技術について（移乗や移動など） 全職員
利用者の身体状況に配慮した安全な移乗・
移動介助の方法を学び、職員の身体負担
軽減と事故防止を目指す。

９月

全職員

10月 感染防止について（訓練：ガウンテクニックなど）

感染予防の基本と標準予防策を確認し、ガ
ウンテクニックなどの実技訓練を通じて正し
い感染対策を習得する。

全職員

11月 認知症についての医学的理解
認知症の原因疾患や治療、服薬の基本的
知識を学び、医療との連携や観察のポイント
を理解する。

全職員

※ 外部研修については、必要に応じて個別に受講。

12月 身体的拘束等の適正化と高齢者虐待防止について

年度後半として再度振り返りを行い、日常ケ
アにおけるリスクや課題を共有し、虐待防止
の意識を定着させる。

全職員

1月 感染防止について
感染症の流行期を想定し、感染経路や初期
対応、報告・連絡体制について再確認を行
う。

全職員

2月 防災について（火災避難/通報訓練）※研修もしくは訓練

災害や火災発生時の初動対応、通報手順、
避難誘導の流れを確認し、訓練を通じて安
全確保の実践力を高める。

全職員

3月 人生の最終段階に関する研修
人生の最終段階における支援の考え方や
意思決定支援、家族対応について学び、尊
厳あるケアの理解を深める。
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６．児童支援部

区分 実施内容 区分重点課題

事業所の周知

児童発達支援事業における、財務的
適正な運営

・各市福祉課、利用計画担当事業所との連携を継続
　する。
・適宜各市福祉課にパンフレットを持参する。

HPの運用と活用

⑤学習と成長の視点

③顧客の視点

④業務プロセスの視点

請求事務ソフトの適正な運用

新規事業運営についての考察

児童支援と同等に保護者支援を継続
する

安定した職員配置による、療育の質
の維持

保護者と希望者向けの講演会

①地域貢献の視点

②財務の視点

加西市タイムケア事業の受託と運営
・加西市タイムケア事業の受託と運営を継続する。
・加西市福祉課との連携を継続する。

・一日の平均利用数9人確保に向けた振り替え療育、
　プラス療育の案内を行う。
・適宜事業所の周知を行う。
・HPの適宜更新を継続する。

継続

継続

継続

利用児童の通うこども園、保育士と
の連携

継続

・HP内の、事業所会報誌、写真等のアップデートを
　継続する。
・初めてHPを見る人に向けて情報整理を行う。

継続

継続

新規

・保護者相談を受けることができることを改めて伝
　え、事業所掲示板に具体的に提示する。
・療育来所時、送迎時の時間を利用した保護者との
　コミュニケーションの維持を継続する。
・個別支援計画と個別支援会議の継続する。
・療育カンファレンスの中で、児童の様子にくわえ
　て、保護者の様子も記録する。

・令和7年度の実施結果を受けて、令和8年度以降の
　後援会の予定を立案する。

・児童の通うこども園等と必要に応じて連携し、よ
　り相互作用的療育効果を生む。

各職員の研修への参加・研修委員会
の活用

・研修委員会主催研修会に全職員が参加できること
　を促し、継続する。
・職員が自身の職種に関する研修の情報を集め、参
　加する。

継続

継続

継続
・現在の職員数の維持（児童発達支援）
・適宜パート職員の募集（タイムケア事業）

・ケアコネクトへの相談を継続する。
・引き続き請求業務において活用する。

・少子化等の状況も加味して今後の動向を考察して
　いく。

継続
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月 研修名 研修内容 対象者

発達障害の基礎知識(基礎研
修　実地)

・作業療法士、心理士を講師とした児童発
達支援に関する研修

保育士７月

令和8年度　職員研修計画　（児童支援部）

４月 アタッチメントに関する研修
・全職員で、アタッチメントの重要性につい
ての研修をおこなう

全職員

3月
強度行動障害者支援につい
て

強度行動障害の特徴、支援方法について
理解を深める

児童指導員

８月 臨床発達心理士全国大会
・大会の中で、児童発達支援の運営におい
て有効、寒冷性の高い講演を選択し、受講
する

管理者

10月
・療育としての感覚統合
・BCP研修

・アタッチメントと非認知能力以外の観点を
広げるために、感覚統合に関しての見識を
深める
・職員全員でBCPの見直しと、訓練をおこな
う

保育士

12月 ・事業所内研修
・療育利用児童のケースカンファレンスと療
育方法の考察

全職員

2月
神経発達症と原始反射統合
の関係について

・原始反射統合に関する見識を深める 保育士2名
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７．通所系支援部

区分 実施内容 区分

・半日利用、早退時などの送迎ニーズに対して、
　対応できる勤務や配置を行い実施する。

稼働率の改善

⑤学習と成長の視点

・終日又は半日配置可能できるよう配置を調整し、
　多く　の目で利用者を支援できる環境を作る。

④業務プロセスの視点

就労訓練の強化
・就労支援のためのチェックリストをベースに訓練
　内容を作成し、個々の課題に合わせて実践する。

工賃支払規程の見直し
・工賃検討委員会にて、変更した工賃規程を検証す
　る。また、利用者が意識して目標にしやすい規程
　となっているか引き続き検証する。

勤務及び日中配置・動向の調整
・配置の幅を広げつつ、今後増えるニーズに対応す
　るための勤務や配置を行い、個別対応ができるよ
　う調整を行う。

１階の活用

各作業場に配置可能な人員の育成、
配置

重点課題

土曜・祝日のサービス内容の見直し①地域貢献の視点

②財務の視点

③顧客の視点

平均工賃の維持

昼の送迎体制の確立

継続

継続

継続

【目標稼働率：120％】
・毎月の出席率を利用者と振り返りなどを通じて毎
　月共有し、安定した来所に向けての取り組みを個
　別支援に盛り込み実践する。
・新規利用者獲得を行う。

・生産活動以外にも、外出や1階を活用した行事な
　ど、余暇の充実を図る。

【目標平均工賃：33,000円】
・利用登録者が増えており高工賃を確保するため、
　既存の作業の見直し、新規作業の導入や、効率的
　な納品を行い安定した収入を確保し、平均工賃を
　維持できる作業体制を構築する。
・自主生産品（みのすけ）の販売促進を行う。

継続

継続

継続

継続

継続

継続

・会議をはじめ、様々な活動を行うことができる場
　として周知を図り、多くの方に利用をしてもらえ
　るようにする。

個別支援と就労支援の強化

【目標研修実施回数：1回／2ヶ月】
・内部研修を実施し、サビ菅研修や就業基礎研修な
　どの内容のフィードバックや学ぶ機会を作り、
　スタッフの底上げを図る。

継続
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月 研修名 研修内容 対象者

令和７年度　職員研修計画　（通所系支援部）

８月 虐待防止研修
虐待の防止及び対応について考える機会と
し、虐待問題の理解を深め、虐待の早期発
見や予防促進につなげる

管理者

サービス管理者研修 職業指導員
【合同講義】
障害者を取り巻く状況等、サービス管理者と
しての知識を学ぶ

９月

10月 職場研修担当者研修
職場内での研修の効果的な進め方や計画
を学ぶ

主任

11月 就労支援研修
職業指導や訓練プログラム等を学び、自施
設に取り入れる

目標工賃達成指導員

1月 サービス管理者研修

【集合研修】
個別支援計画の作成手法、面談の進め方
など、サービスの質の確保に必要な知識、
技能を学ぶ

職業指導員
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８．共同生活援助部

区分 実施内容 区分

③顧客の視点

リハビリ等による身体機能の維持及
び向上

・PT指導の下、支援員によるストレッチを行う
・リハビリ実施計画書に基づき家族の意見等も聞き
　取って評価、見直しを行う。

生活支援・個別対応の充実と家族の
満足度の向上

・家族見学会の実施、家族参加イベントの検討
・満足度調査の実施・個別支援計画、支援計画シー
　トに基づき個別支援の充実を図る。

重点課題

サービスを必要とする利用者と家族
が安心して利用できる場所となる

日中サービス支援型GHについての収
支試算

定員数維持（大空）

入居者数維持（なごみ）

地域交流を通じて近隣地域とよりよ
い関係性を広げていく

①地域貢献の視点

②財務の視点

稼働率の向上（輝き）

入居者数維持（くつろぎ）

現在の加算を維持,新たな加算取得に
向けて検証する

継続

職員一人ひとりのコスト意識を高
め、支出を削減する

・光熱水費の使用量を無理なく削減する。
・支援業務の効率化を図り、時間外勤務の削減に努
　める。

継続

継続

・現在取得中の加算を継続し、利用希望に応じて延
　長支援加算(生活介護)を算定する。

継続
・人員配置、設備基準、加算要件、報酬内容を踏ま
　えて再度収支を試算する。また現状を踏まえて利
　用者のサービス利用方法を検証する。

継続

継続

・年度平均利用率91％以上を目標とする。
・計画的に利用希望を把握し、土曜営業日の利用者
　数を増やす。
・重度者への対応可能な入居機能や看取り支援の周
　知を図り、将来的に大空入居へ繋がる新規利用者
　を獲得する。
・空枠への補充を適時行う。
・日中活動を計画的な実施、広報の強化により選ば
　れる場所となる。

・入居者の健康管理を徹底し入院を防ぐ。
　（観察・予防対策・環境整備）
・疾病に繋がる症状の早期発見と早期治癒。
・空室発生時は複数の待機者へ情報提供し利用者を
　早期に確保する。

継続

・支援学校・他事業所・関係機関・一般の見学を積
　極的に受入れ、互いの連携を深める。
・動画等で現場での実践を紹介し、大空輝きの特性
　や取り組みの周知を図る。
・相談支援事業所との情報共有等、連携を継続し老
　障介護に関連する地域、家族ニーズへ対応する。
・上記を踏まえ利用時間の延長等、利用者や家族の
　ニーズに柔軟に対応する。

継続

・近隣の学校（播磨農業高校、北条高校）、こども
　園（愛の光こども園）、鶉野上町自治会、その他
　の団体等（アンダンテ等）との交流機会を増や
　す。
・庭園の景観向上を介して、利用者と地域の方々
　との交流を促進する。

継続

・入居者の健康管理を徹底し入院を防ぐ。
　（観察・予防対策・環境整備）
・疾病に繋がる症状の早期発見と早期治癒
・空室が出た場合は複数の待機者へ情報提供し利用
　者を早期に確保する。
・利用者や家族のニーズ、家庭状況を踏まえ利用日
　数の増加を働きかける。
・部全体で利用者支援が行えるよう、支援体制や方
　法を見直す。

継続

・入居者の健康管理を徹底し入院を防ぐ。
　（観察・予防対策・環境整備）
・疾病に繋がる症状の早期発見と早期治癒。
・空室発生時は複数の待機者へ情報提供し利用者を
　早期に確保する。
　・部全体で利用者支援が行えるよう、支援体制や
　方法を見直す。

継続

20



区分 実施内容 区分重点課題

⑤学習と成長の視点

・アセスメント技術、生活支援技術、セルフケア、
　スーパービジョン等において外部研修を受け、
　内部への報告の機会を設ける。

業務の効率化

・ハナストにより記録時間、業務伝達の効率化を図
　る。
・紙の削減の為、ケアカルテ内で帳票類を作成し、
　切替える。
・目的の明確化と業務状況の再アセスメントによ
　り、業務効率化にチームで取り組む。また、利用
　者の状況に応じた支援体制となっているのか現在
　の勤務時間について検証する。

夜中に災害が起きた際の避難対応方
法を再検討する

・災害想定訓練を実施しBCPを見直す。備蓄食や災害
　物品を再確認し補充する。
・火災想定訓練を実施し対応方法を見直す。

支援者の介護負担軽減に向けた取り
組み

・機能訓練、安全な介護委員会が中心となり支援者
　の介護負担の現状把握をし、軽減策に繋がる情報
　の収集及び負担軽減策を行う。

・年に1回以上開催し、地域の方々の意見や助言を事
　業所運営に反映する。

継続

継続

継続

継続

継続

内部研修の実施

・防災や機器の使用訓練、安全運転講習等を中心に
　行う。また、福祉職の専門性ややりがい等につい
　てグループワークを行う。
・多くの職員が参加可能な実施方法を検討、実施す
　る。

継続

継続
リーダー(主任等)のOJT内容と技術の
向上を図る。

・定期的に主任会議で考査を行う。
　（現場でのOJT効果の確認等）

各専門職の知識や技術の向上の為、
外部研修に参加する。

④業務プロセスの視点

広報活動の強化

地域連携推進会議の開催

事故防止に向けたヒヤリハット、事
故内容の検証と事故防止対策の実
施。

継続

支援内容の向上と個別対応の統一

・利用者のニーズや変化に応じて担当者とサービス
　管理責任者を中心に個別支援の見直しを行い、
　実施後の評価、見直しを徹底する。（生活支援実
　施書を使用する）

継続

・SNSによる情報発信回数を増やす
・大空輝き便り発行（3回/年）継続

継続

・ヒヤリハット及び事故原因への対策の周知徹底を
　行う。また、ヒヤリハットを集計及び周知を定期
　的に行う。
・支援場面における事故防止の留意点を踏まえたマ
　ニュアルを遵守する。
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月 研修名 研修内容 対象者

虐待防止
・虐待防止動画を視聴し、グループワークを
行う。

全職員

６月

７月

５月 法人理念・倫理

・理念・倫理を再確認し、現在の事業所や利
用者支援状況を照らし合わせて、理解を深
める。
・各自の行動目標を定める

全職員

法人理念・倫理

・理念・倫理を再確認し、現在の事業所や利
用者支援状況を照らし合わせて、理解を深
める。
・各自の行動目標を定める

全職員

令和8年度　職員研修計画　（共同生活援助部）

８月 虐待防止
・虐待防止動画を視聴し、グループワークを
行う。

全職員

福祉職の役割と責務 全職員
福祉職のやりがいや専門性についてのグ
ループワークを行う

９月

10月 福祉職の役割と責務
福祉職のやりがいや専門性についてのグ
ループワークを行う

全職員

11月 感染症予防
・感染症発生時の対応、感染症BCPについ
て再周知し、訓練する

全職員

2月 防火講習
・火災予防について具体的方法を実践する
・消火設備の使用方法について学ぶ

全職員

12月 感染症予防
・感染症発生時の対応、感染症BCPについ
て再周知し、訓練する

全職員

1月 防火講習
・火災予防について具体的方法を実践する
・消火設備の使用方法について学ぶ

全職員
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部
署
名

法
人
本
部

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

地
元
企
業
と
の
協
同
事
業
の
実
施

災
害
時
要
援
護
者
の
受
入
れ

・
法
人
本
部
と
し
て
開
発
に
関
わ
る
こ
と
は
少
な
く
、
各
部
署
で

実
施
検
討
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

資
金
収
支
計
画
の
策
定

第
三
次
資
金
収
支
計
画
の
策
定

・
令
和
7
年
度
に
3
ヶ
年
収
支
計
画
を
策
定
し
た
。

・
3
年
後
に
新
事
業
を
実
施
す
る
前
提
で
計
画
し
て
い
る
。

・
新
事
業
の
形
態
に
つ
い
て
整
理
す
べ
き
点
が
あ
り
、
収
支
計

画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
明
確
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

・
各
事
業
は
現
行
事
業
の
運
営
に
お
い
て
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
一
方
で
、
中
長
期
的
な
事
業
展
開
を
見
据
え
た
検

討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。

・
次
の
3
ヶ
年
収
支
計
画
は
新
事

業
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
作
成
す

る
。

・
情
報
収
集
を
実
施
し
て
い
る
。

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ
次
世
代
に
向
け
た
法
人
基
盤
の
強
化

・
希
望
の
郷
の
建
て
替
え
を
早
期
実
現
の
た
め
、
事
業
化
し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
。

・
法
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
法
人
内
各
事
業
の
連
携
を
強
化
す
る
。

・
人
材
の
安
定
確
保
と
次
世
代
を
担
う
職
員
の
育
成
を
行
う
。

・
IC
T
等
の
先
進
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
、
経
営
状
況
の
改
善
と
生
産
人
口
の
減
少
に
対
応
し
た
組
織
体
制
の
構
築
を
行
う
。

・
地
元
企
業
と
共
同
し
、
法
人
の
看
板
と
な
る
新
規
事
業
の
開
発
を
進
め
る
。

地
域
貢
献

の
視
点

法
人
の
核
と
な
る
新
製
品
の
開
発
と
新
事

業
の
実
施

・
T
H
R
E
E
-
P
に
お
い
て
、
大
浦
フ
ー
ズ
と
協
働
で
ミ
ン
チ
カ
ツ

「
み
の
す
け
」
の
製
造
・
販
売
が
決
定
し
て
い
る
。

関
連
事
業
へ
の
参
加

・
加
西
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
の
事
業
に
参
加
し
て

い
る
。

・
特
に
な
し

・
引
き
続
き
、
加
西
市
社
会
福
祉

法
人
連
絡
協
議
会
に
参
加
し
、
事

業
に
協
力
す
る
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

・
引
き
続
き
、
各
事
業
所
へ
の
訪

問
を
続
け
る
。

・
令
和
8
年
度
は
、
各
事
業
の
予

算
管
理
に
つ
い
て
各
事
業
所
に

説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
予
算
管
理

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

国
庫
補
助
金
の
申
請
検
討

・
金
利
上
昇
に
よ
り
、
長
期
借
入
金
に
対
す
る
利
息
が
上
昇
し

て
い
る
。

・
収
支
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
借
入
金
の
限
度
額
が

下
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
建
て
替
え
事
業
の
ス
タ
ー
ト
ま
で

に
収
支
状
況
を
改
善
し
、
借
入
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
。

・
事
業
の
全
体
図
を
作
成
し
、
事

業
計
画
、
資
金
計
画
、
返
済
計
画

を
作
成
す
る
。

財
務
の
視

点

・
情
報
収
集
を
実
施
し
て
い
る
。

・
令
和
７
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
予
算
は
5
0
億
円
と
昨
年
度

か
ら
若
干
増
加
し
て
い
る
が
、
事
業
内
容
は
、
障
害
者
の
社

会
参
加
支
援
及
び
地
域
移
行
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
地

域
移
行
の
受
け
皿
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
整
備
を
促

進
す
る
と
し
て
お
り
、
障
害
者
支
援
施
設
へ
の
助
成
は
厳
し

い
。

・
希
望
の
郷
の
建
て
替
え
事
業
を

具
体
化
し
て
行
く
段
階
で
よ
り
詳

細
に
申
請
を
検
討
す
る
。

民
間
金
融
機
関
及
び
福
祉
医
療
機
構
か

ら
の
融
資
検
討

・
法
人
本
部
主
導
に
よ
る
新
製
品

開
発
は
終
了
し
、
今
後
は
各
部
署

の
主
体
性
を
尊
重
し
た
事
業
展

開
へ
と
移
行
す
る
。

・
法
人
本
部
は
、
各
部
署
が
取
り

組
む
新
事
業
・
新
製
品
の
開
発
に

対
し
、
企
画
調
整
、
助
言
、
関
係

部
署
と
の
連
携
等
の
後
方
支
援

を
行
う
。

・
災
害
時
要
援
護
者
の
取
扱
い
が
不
明
で
あ
る
。

希
望
の
郷
の
建
て
替
え
に
係
る
資
金
確
保

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加

加
西
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
と

の
共
同
訓
練
の
実
施

・
共
同
訓
練
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い

な
い
。

・
令
和
8
年
度
に
実
施
す
る
災
害

訓
練
時
に
福
祉
避
難
所
の
開
設

訓
練
を
取
り
入
れ
る
。

各
事
業
の
単
独
黒
字
化

　
（
資
金
収
支
計
算
書
ベ
ー
ス
）

・
各
事
業
所
に
毎
月
訪
問
し
、
月
次
決
算
の
説
明
や
課
題
の

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

・
各
事
業
所
の
管
理
者
等
の
収
支
状
況
へ
の
意
識
が
変
わ

り
、
予
算
達
成
度
や
収
支
改
善
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
令
和
7
年
度
は
加
算
取
得
が
上
手
く
行
き
、
各
事
業
の
収
支

改
善
は
進
ん
で
い
る
が
、
一
部
の
事
業
で
収
支
改
善
が
行
き

詰
っ
て
い
る
。

・
受
託
事
業
に
お
い
て
は
単
独
黒
字
化
は
困
難
で
あ
る
の
で
、

各
制
度
事
業
の
単
独
黒
字
化
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
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部
署
名

法
人
本
部

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ
次
世
代
に
向
け
た
法
人
基
盤
の
強
化

・
希
望
の
郷
の
建
て
替
え
を
早
期
実
現
の
た
め
、
事
業
化
し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
。

・
法
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
法
人
内
各
事
業
の
連
携
を
強
化
す
る
。

・
人
材
の
安
定
確
保
と
次
世
代
を
担
う
職
員
の
育
成
を
行
う
。

・
IC
T
等
の
先
進
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
、
経
営
状
況
の
改
善
と
生
産
人
口
の
減
少
に
対
応
し
た
組
織
体
制
の
構
築
を
行
う
。

・
地
元
企
業
と
共
同
し
、
法
人
の
看
板
と
な
る
新
規
事
業
の
開
発
を
進
め
る
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

・
各
委
員
会
の
情
報
交
換
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

・
広
報
委
員
と
人
材
確
保
委
員
会
が
統
合
し
た
た
め
、
実
質
２

つ
の
委
員
会
と
な
っ
た
。
双
方
の
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
職

員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
交
換
会
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な

い
。

職
員
交
流
会
の
実
施

・
令
和
7
年
9
月
、
令
和
8
年
1
月
に
職
員
交
流
会
を
実
施
し
た
。

・
交
流
会
へ
の
参
加
促
進
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。

・
参
加
者
が
固
定
化
し
て
い
る
。

・
業
務
の
都
合
に
よ
り
全
員
が
参
加
で
き
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
公
募
て
い
る
が
、
参
加
は
な
か
っ
た
。

希
望
の
郷
の
建
て
替
え
計
画
の
立
案

・
周
知
方
法
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
実
質
、
就
職
決
定
と
み
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
実
習
内
容
や
受
け
入
れ
に
際
し
て
の
宿
泊
費

の
負
担
な
ど
の
検
討
が
必
要
。

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
内
容
を
就

職
に
向
け
た
内
容
に
再
編
し
、
学

生
が
就
職
後
を
想
像
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

・
周
知
方
法
を
再
検
討
し
、
参
加

者
を
募
る
。

希
望
の
郷
新
事
業
計
画
の
策
定

・
新
事
業
計
画
の
策
定
は
実
施
で
き
て
い
な
い
。

・
希
望
の
郷
に
お
け
る
新
事
業
に
つ
い
て
、
方
向
性
の
整
理

が
十
分
で
な
く
、
今
後
の
検
討
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

・
新
事
業
に
向
け
た
意
識
や
方
針
の
共
有
に
つ
い
て
、
組
織

内
で
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
令
和
8
年
度
に
新
事
業
計
画
策

定
委
員
会
を
法
人
本
部
主
体
で

組
織
し
、
具
体
的
に
事
業
計
画
を

進
め
る
。

管
理
者
会
議
の
見
直
し
及
び
実
施

・
3
ヶ
月
に
一
回
実
施
し
て
い
る
。

・
特
に
な
し

・
令
和
8
年
度
か
ら
会
議
体
を
整

理
し
、
課
長
会
議
、
経
営
会
議
、

事
業
運
営
会
議
の
3
会
議
を
実
施

す
る
。

B
C
P
を
基
に
し
た
災
害
訓
練
の
実
施

・
令
和
8
年
2
月
に
法
人
連
絡
協
議
会
主
催
の
災
害
訓
練
に
立

候
補
し
実
施
し
た
。

・
職
員
へ
の
B
C
P
の
周
知
が
不
足
し
て
い
る
。

・
職
員
の
安
否
連
絡
の
手
段
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

法
人
内
事
業
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

事
業
所
訪
問
の
実
施

・
毎
月
一
回
、
各
事
業
所
を
訪
問
し
て
い
る
。

・
特
に
な
し

・
引
き
続
き
、
毎
月
一
回
各
事
業

所
を
訪
問
す
る
。

・
よ
り
多
く
の
職
員
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
精

査
し
、
開
催
方
法
を
工
夫
す
る
。

離
職
防
止
の
た
め
の
職
員
処
遇
の
検
討

・
令
和
8
年
4
月
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
開
始
す
る
。

・
職
員
が
求
め
て
い
る
福
利
厚
生
や
シ
ス
テ
ム
と
、
人
材
確
保

委
員
会
が
実
施
す
る
こ
と
の
乖
離
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

・
職
員
資
質
の
向
上
と
離
職
防
止

に
む
け
、
資
格
取
得
支
援
制
度
を

立
案
す
る
。

・
職
員
が
求
め
て
い
る
福
利
厚
生

を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
把
握
す

る
。

第
４
次
中
期
経
営
戦
略
の
策
定

第
４
次
中
期
経
営
戦
略
の
策
定

・
第
3
次
中
期
経
営
戦
略
の
中
間
報
告
を
実
施
し
た
。

・
職
員
が
将
来
に
向
け
た
事
業
展
開
を
持
て
る
よ
う
な
方
法
が

不
足
し
て
い
る
。

・
令
和
8
年
7
月
か
ら
第
4
次
中
期

経
営
戦
略
策
定
委
員
会
を
開
始

す
る
。

各
委
員
会
で
の
共
同
に
よ
る
事
業
展
開

各
委
員
会
の
情
報
交
換
会
を
実
施

顧
客
の
視

点

広
報
委
員
会
と
の
統
合

・
広
報
委
員
会
と
人
材
確
保
委
員
会
を
統
合
し
、
「
広
報
・
人

材
確
保
委
員
会
」
と
し
て
再
編
し
た
。

・
広
報
と
人
材
確
保
の
両
面
か
ら
法
人
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動

と
す
る
。

・
H
P
の
再
編
を
実
施
し
、
動
画
を

多
用
し
た
内
容
に
す
る
。

人
材
確
保
委
員
会
に
よ
る
人
材
確
保
施
策

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

・
情
報
交
換
会
は
実
施
し
な
い
こ

と
と
し
、
こ
の
計
画
は
終
了
す
る
。

災
害
訓
練
の
実
施

・
令
和
8
年
度
は
大
規
模
な
災
害

訓
練
を
実
施
す
る
。

・
各
事
業
所
か
ら
災
害
担
当
を
集

め
、
7
月
ご
ろ
か
ら
準
備
す
る
。
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部
署
名

法
人
本
部

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ
次
世
代
に
向
け
た
法
人
基
盤
の
強
化

・
希
望
の
郷
の
建
て
替
え
を
早
期
実
現
の
た
め
、
事
業
化
し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
。

・
法
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
法
人
内
各
事
業
の
連
携
を
強
化
す
る
。

・
人
材
の
安
定
確
保
と
次
世
代
を
担
う
職
員
の
育
成
を
行
う
。

・
IC
T
等
の
先
進
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
、
経
営
状
況
の
改
善
と
生
産
人
口
の
減
少
に
対
応
し
た
組
織
体
制
の
構
築
を
行
う
。

・
地
元
企
業
と
共
同
し
、
法
人
の
看
板
と
な
る
新
規
事
業
の
開
発
を
進
め
る
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

職
員
配
置
の
適
正
化

・
各
事
業
所
の
訪
問
に
よ
り
、
職
員
配
置
の
現
状
が
把
握
で
き

た
。

・
現
有
の
職
員
数
を
減
員
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
業
務
の
見

直
し
や
平
準
化
を
実
施
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

・
各
事
業
所
に
お
い
て
既
職
員
数
を
減
員
す
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
あ
る
。

法
人
主
幹
研
修
の
職
員
別
受
講
計
画
の

作
成

・
主
幹
研
修
の
リ
ス
ト
化
は
出
来
て
い
る
。

少
数
精
鋭
に
よ
る
組
織
体
制
の
構
築

人
事
考
課
制
度
の
見
直
し

・
人
事
考
課
制
度
の
見
直
し
が
で
き
た
。

・
特
に
な
し

・
新
人
事
考
課
制
度
の
実
施
検

証
を
行
う
。

・
特
定
の
事
業
所
で
配
置
人
数
を

減
員
す
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
運
営
方
法
を
見
直

し
、
人
員
を
ど
れ
だ
け
削
減
で
き

る
か
各
部
署
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。

・
希
望
の
郷
で
ハ
ナ
ス
ト
の
運
用

を
開
始
す
る
。

・
シ
フ
ト
作
成
ソ
フ
ト
の
大
空
、
ど
っ

こ
い
し
ょ
へ
の
導
入
検
討
。

・
預
り
金
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
を

検
討
す
る
。

・
生
成
A
Iを
活
用
し
た
業
務
改
善

の
検
討
す
る
。

・
職
員
へ
の
A
Iや
IC
T
活
用
の
研

修
を
実
施
す
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
運
営
方
法
を
見
直

し
、
人
員
を
ど
れ
だ
け
削
減
で
き

る
か
各
部
署
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
採
用
計
画
を
立
案
す

る
。

採
用
計
画
の
策
定

・
各
事
業
所
の
訪
問
に
よ
り
、
職
員
配
置
の
現
状
が
把
握
で
き

た
。

・
現
有
の
職
員
数
を
減
員
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
業
務
の
見

直
し
や
平
準
化
を
実
施
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

・
各
事
業
所
に
お
い
て
既
職
員
数
を
減
員
す
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
あ
る
。

・
職
員
が
既
に
受
診
し
て
い
る
、
研
修
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
済
ん

で
い
な
い
。

・
令
和
8
年
9
月
ま
で
に
職
員
一
覧

表
を
作
成
す
る
。

外
国
人
労
働
者
の
積
極
的
雇
用

特
定
技
能
生
の
採
用

・
令
和
7
年
度
に
技
能
実
習
生
を
招
致
予
定
で
あ
っ
た
が
、
地

震
の
影
響
に
よ
り
令
和
8
年
度
に
ず
れ
込
ん
だ
。

・
単
一
国
籍
で
な
く
、
複
数
の
国
籍
の
人
員
を
受
け
入
れ
、
リ

ス
ク
を
分
散
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
令
和
8
年
4
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

技
能
実
習
生
招
致

・
令
和
8
年
4
月
以
降
に
ベ
ト
ナ
ム

人
特
定
技
能
の
受
入
れ
予
定

IC
T
化
の
推
進

・
全
事
業
所
で
ケ
ア
カ
ル
テ
の
導
入
が
済
ん
だ
。

・
大
空
で
ハ
ナ
ス
ト
の
導
入
後
の
検
証
を
実
施
中
で
あ
る
。

・
希
望
の
郷
で
シ
フ
ト
作
成
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
。

・
各
ソ
フ
ト
や
A
I機
器
に
つ
い
て
、
一
部
署
で
管
理
す
る
の
が

望
ま
し
い
が
、
シ
ス
テ
ム
が
多
様
に
な
る
と
管
理
が
行
き
届
か

な
く
な
る
。

・
A
I等
の
職
員
へ
の
教
育
が
不
足
し
て
い
る
。

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

次
世
代
を
担
う
職
員
の
育
成

学
習
と
成

長
の
視
点

・
令
和
8
年
度
に
新
事
業
計
画
策

定
委
員
会
を
法
人
本
部
主
体
で

組
織
し
、
具
体
的
に
事
業
計
画
を

進
め
る
。

各
事
業
所
の
新
た
な
事
業
の
実
施
に
向
け
て

の
準
備

長
期
経
営
戦
略
の
進
捗
状
況
確
認

・
中
期
経
営
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
併
せ
て
実
施
し
た
。

・
特
に
な
し

・
第
4
次
中
期
経
営
戦
略
で
策
定

す
る
。

希
望
の
郷
の
事
業
見
直
し

希
望
の
郷
新
事
業
計
画
の
策
定

・
新
事
業
計
画
の
策
定
は
実
施
で
き
て
い
な
い
。

・
希
望
の
郷
に
お
け
る
新
事
業
に
つ
い
て
、
方
向
性
の
整
理

が
十
分
で
な
く
、
今
後
の
検
討
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

・
新
事
業
に
向
け
た
意
識
や
方
針
の
共
有
に
つ
い
て
、
組
織

内
で
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

IC
T
化
の
推
進
に
よ
る
業
務
負
担
軽
減
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部
署
名

障
害
者
施
設
支
援
部

財
務
の
視

点
・
定
員
変
更
は
せ
ず
、
活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
で
利
用
者
確

保
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

・
職
員
の
常
勤
換
算
数
の
法
令
遵
守
。
従
た
る
事
業
所
及
び

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
。

・
生
活
介
護
利
用
者
確
保
及
び
営
業
日
の
見
直
し
。

・
令
和
8
年
4
月

法
人
本
部
と
連
携
し
状
況
に
応
じ
た
人
材
確
保

希
望
の
郷
建
て
替
え
に
向
け
た
定
員
や
職
員

配
置
、
支
援
体
制
等
の
検
討

調
整
会
議
の
実
施

・
休
業
職
員
の
補
填
は
派
遣
職
員
と
し
た
。
技
能
実
習
生
の

配
置
が
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

・
法
人
本
部
と
連
携
し
、
人
材
確
保
を
進
め
て
い
く
。

・
経
営
推
進
課
と
の
会
議
の
中
で

調
整
を
図
る
。

希
望
の
郷
新
事
業
計
画
の
と
り
ま
と
め

法
人
内
の
各
事
業
所
と
連
携
し
、
実
習
生
の
受

け
入
れ
を
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る

実
習
が
ゆ
た
か
会
へ
の
就
職
活
動
に
つ

な
が
っ
た
件
数

・
計
画
変
更

大
学
や
企
業
と
の
協
力
関
係
の
構
築

・
法
人
内
で
の
調
整
は
終
了
。
実
習
依
頼
に
合
わ
せ
て
、
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
て
い
る
。

・
法
人
本
部
と
連
携
し
、
人
材
確
保
を
進
め
て
い
く
。

・
実
習
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
継

続

・
大
学
と
交
渉
す
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

・
大
学
と
の
交
渉
方
法
等
を
再
検

討

事
故
等
の
再
発
防
止
、
虐
待
防
止
の
取
り
組
み

の
透
明
化
と
地
域
に
向
け
た
発
表
の
機
会
の

創
設

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

・
令
和
8
年
度
に
1
回
以
上
開
催

委
員
会
開
催
と
実
践
内
容
の
報
告

・
各
委
員
会
の
取
り
組
み
状
況
等
を
地
域
連
携
推
進
会
議
で

説
明
し
た
。

・
目
標
を
「
地
域
連
携
推
進
会
議
の
推
進
」
と
変
更
し
、
構
成

員
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
を
行
い
、
有
意
義
な
会
議
体
と

し
て
い
く
。

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

・
将
来
を
見
据
え
た
事
業
展
開
へ
の
挑
戦

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
立

・
入
所
施
設
の
機
能
を
活
か
し
た
希
望
の
郷
の
特
色
づ
く
り

・
事
業
の
黒
字
維
持
を
し
、
建
て
替
え
に
向
け
た
費
用
確
保

・
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
な
る
基
盤
づ
く
り

地
域
貢
献

の
視
点

・
家
族
の
高
齢
化
に
よ
る
短
期
入
所
等
の
利
用
に
は
対
応
し

て
お
り
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
。

・
自
立
支
援
協
議
会
へ
の
参
加
と

緊
急
時
空
床
確
保
事
業
の
継
続

実
施
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
に

向
け
た
準
備
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

・
定
員
を
8
名
か
ら
6
名
に
変
更
。
市
協
議
会
に
お
い
て
緊
急
時

の
定
義
を
策
定
中
。
事
業
の
進
捗
等
を
共
有
し
て
い
る
。

・
緊
急
時
短
期
入
所
空
床
確
保
事
業
の
た
め
の
空
床
の
確

保
。

・
令
和
8
年
度
事
業
継
続
す
る
が
、

計
画
変
更

短
期
入
所
事
業
（
緊
急
時
事
業
を
含
む
）
の
見

直
し

（
大
学
）
施
設
内
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
実

施

・
現
状
の
施
設
で
は
受
け
入
れ
に
限
界
が
あ
る
。
新
た
な
受
け

入
れ
策
と
し
て
法
人
本
部
と
連
携
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開

設
を
目
指
す
。

・
大
学
と
の
交
渉
等
の
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

シ
ン
・
希
望
の
郷
　
構
想

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
立

８
０
５
０
問
題
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
確
立

（
企
業
）
協
働
で
の
商
品
開
発

・
T
H
R
E
E
-
P
で
「
み
の
す
け
」
を
製
造
販
売
す
る
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
。
野
条
穂
は
在
庫
分
は
完
売
。

・
販
売
機
会
の
調
整
・
拡
大
や
販
路
の
拡
大
。

顧
客
の
視

点
重
度
化
、
高
齢
化
に
対
応
す
る
チ
ー
ム
支
援
の

確
立

個
別
支
援
会
議
、
支
援
会
議
の
実
施

・
気
に
な
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
の
相
談
や
受

診
等
行
い
、
具
体
的
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
階
段
へ
の
手
す
り
の
設
置
、
中
庭
出
口
へ
の
ス
ロ
ー
プ
設

置
。

・
研
修
等
で
職
員
の
知
識
や
経
験
不
足
を
補
う
。
可
能
な
範
囲

で
施
設
の
ハ
ー
ド
面
（
2
階
の
洋
室
化
や
特
浴
の
設
置
等
）
の

改
善
を
行
う
。

・
継
続
し
て
取
り
組
む

生
き
が
い
や
楽
し
み
が
も
て
る
余
暇
の
充
実

活
動
種
目
数
と
利
用
者
満
足
度

・
個
別
支
援
会
議
及
び
支
援
会
議
で
余
暇
支
援
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
い
、
実
践
と
し
て
個
別
外
出
、
喫
茶
の
機
会
を
増

や
し
て
い
る
。

・
支
援
会
議
等
を
通
じ
、
職
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
出
し
や
利
用

者
へ
の
意
向
調
査
、
年
間
予
定
の
策
定
等
行
う
。

・
活
動
支
援
委
員
会
で
調
整
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部
署
名

障
害
者
施
設
支
援
部

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

・
将
来
を
見
据
え
た
事
業
展
開
へ
の
挑
戦

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
立

・
入
所
施
設
の
機
能
を
活
か
し
た
希
望
の
郷
の
特
色
づ
く
り

・
事
業
の
黒
字
維
持
を
し
、
建
て
替
え
に
向
け
た
費
用
確
保

・
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
な
る
基
盤
づ
く
り

シ
ン
・
希
望
の
郷
　
構
想

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

地
域
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
体
制
整
備

・
環
境
整
備
担
当
者
に
情
報
が
集
約
さ
れ
る
流
れ
が
で
き
、
修

繕
箇
所
の
放
置
は
み
ら
れ
な
い
。

・
建
物
の
根
本
的
な
改
修
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

・
行
事
等
の
予
定
に
合
わ
せ
て
実

施・
活
動
支
援
委
員
会
で
調
整

・
3
月
に
法
人
主
導
で
災
害
訓
練
実
施
。
2
月
に
感
染
症
対
応

の
検
証
を
実
施
。

・
訓
練
で
把
握
で
き
た
課
題
を
整
理
し
、
B
C
P
や
業
務
の
見
直

し
を
行
う
。
感
染
症
訓
練
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

・
令
和
8
年
度
に
訓
練
実
施

・
毎
年
、
4
月
と
9
月
に
見
直
し
す
る
流
れ
を
つ
く
っ
た
。

・
管
理
職
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
更
新
し
て
い
く
。

・
令
和
8
年
4
月
、
9
月

・
令
和
8
年
4
月
に
再
契
約

・
計
画
保
留

・
適
時
受
け
入
れ
て
い
く
。

・
当
初
、
土
日
に
職
員
を
増
員
し
た
が
、
休
職
職
員
が
増
え
た

為
、
元
の
状
態
に
戻
し
て
い
る
。

・
人
員
確
保
が
で
き
た
段
階
で
再
配
置
す
る
。

自
己
評
価
の
実
施

・
1
月
に
管
理
職
対
象
に
自
己
評
価
を
実
施
。

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

・
継
続
し
て
取
り
組
む

組
織
的
な
O
J
T
体
制
の
確
立

Ｏ
Ｊ
Ｔ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
し
、
新
任
者
に
活
用
し
て
い
る
。
派
遣
職
員

に
は
別
途
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
指
導
し
て
い
る
。

・
O
J
T
実
施
者
の
教
育
の
機
会
。

・
継
続
し
て
取
り
組
む

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成

育
成
体
制
の
整
備

・
職
員
に
よ
っ
て
は
、
人
事
考
課
面
談
等
で
話
題
に
な
る
が
、

そ
れ
以
上
の
展
開
は
な
い
。

第
三
者
評
価
を
見
据
え
た
自
己
評
価
の
実
施

・
評
価
か
ら
み
え
る
施
設
の
課
題
を
今
後
の
事
業
計
画
等
に

い
か
し
て
い
く
。

・
令
和
8
年
度
に
再
評
価

支
援
の
統
一
化
を
図
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

・
限
り
あ
る
職
員
数
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
農
耕
班
を
単
独

で
置
か
ず
、
活
動
棟
の
活
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
再
編
す
る
。
軽

作
業
は
従
た
る
事
業
所
で
実
施
。

・
継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
計
画

の
見
直
し

学
習
と
成

長
の
視
点

施
設
入
所
支
援
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
習
生
等
の
積
極
的
な
受
け

入
れ

（
業
務
）
清
掃
等
の
実
施
回
数

・
月
3
～
4
回
の
清
掃
活
動
を
実
施
。

・
継
続
し
て
取
り
組
む
。

・
意
向
等
聞
き
取
っ
た
内
容
を
い
か
せ
て
い
な
い
。
職
員
の
意

識
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

計
画
的
な
環
境
整
備
体
制
の
確
立

研
修
の
充
実

研
修
参
加
回
数

・
人
事
考
課
面
談
で
求
め
ら
れ
る
人
材
と
し
て
必
要
な
研
修
受

講
を
調
整
し
て
い
る
。

・
伝
達
研
修
等
の
機
会
の
創
出
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
の
実
施

訓
練
の
実
施

受
入
件
数

・
実
習
生
（
保
育
・
社
会
福
祉
士
）
の
人
数
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
移
動
動
物
園
1
回
、
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
（
歌
、
紙
切
り
）
を
2
回

開
催
し
た
。

・
移
動
動
物
園
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

て
い
く
。

顧
客
の
視

点

・
継
続
し
て
取
り
組
む

（
行
事
）
参
加
回
数

・
通
例
行
事
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、
参
加
す
る
利
用
者
は
固

定
化
し
つ
つ
あ
る
。

・
土
日
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
す
る
。

希
望
の
郷
（
本
館
、
虹
の
家
、
療
育
の
家
）
再
編

に
向
け
た
会
議
の
設
置

希
望
の
郷
新
事
業
計
画
会
議
の
開
催

・
従
た
る
事
業
所
の
検
討
と
並
行
し
て
議
論
し
た
。
結
論
は
出

て
い
な
い
。
収
支
計
画
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
図
る
。

・
人
員
配
置
。

・
計
画
変
更
し
、
運
営
会
議
で
検

討
継
続

作
業
活
動
の
再
編

利
用
者
満
足
度

・
リ
ン
ド
ウ
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
出
荷
で
き
な
か
っ
た
。
夏
以
降
水

耕
栽
培
を
停
止
。
籾
摺
り
は
増
収
。
活
動
棟
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
等
新
た
な
内
容
が
好
評
。
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部
署
名

相
談
支
援
部

財
務
の
視

点

自
立
生
活
援
助
事
業
の
利
用
者
確
保

利
用
者
数

・
対
象
利
用
者
の
有
無
を
定
期
会
議
で
継
続
確
認
し
、
不
要

な
調
整
や
過
剰
な
資
源
投
入
を
抑
え
つ
つ
、
必
要
時
に
迅
速

対
応
で
き
る
体
制
を
維
持
し
た
。

・
対
象
ケ
ー
ス
が
発
生
し
な
い
状
況
が
続
く
中
で
、
体
制
を
維

持
し
つ
つ
、
必
要
時
に
即
応
で
き
る
運
営
の
継
続
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

・
定
期
的
な
状
況
確
認
を
通
じ
て

事
業
の
必
要
性
を
見
極
め
、
対
象

発
生
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体

制
を
維
持
し
つ
つ
、
実
施
・
継
続

の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

ケ
ー
ス
会
議
へ
の
参
加
数
及
び
開
催
数

・
G
S
V
・
B
P
S
研
修
や
定
例
ケ
ー
ス
検
討
会
議
を
通
じ
て
相
談

対
応
力
を
向
上
。
個
別
調
整
会
議
7
3
件
に
参
画
し
、
助
言
と

多
職
種
連
携
を
通
じ
て
地
域
の
相
談
支
援
体
制
強
化
を
図
っ

た
。

・
実
践
を
通
じ
た
専
門
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
参
画
依

頼
増
加
に
よ
る
時
間
調
整
と
、
助
言
内
容
の
属
人
化
防
止
が

課
題
で
あ
る
。

・
研
修
を
通
じ
て
専
門
性
を
組
織

力
と
し
て
還
元
す
る
と
と
も
に
、
業

務
管
理
を
強
化
し
、
外
部
か
ら
の

依
頼
に
安
定
的
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
制
度
理
解
や
運
用
経
験
が
不
足
し
て
お
り
、
加
算
活
用
の
定

着
に
は
担
当
者
負
担
や
協
議
会
運
営
体
制
の
差
と
い
っ
た
課

題
が
残
っ
た
。

・
教
育
委
員
会
の
理
解
・
協
力
が
事
業
実
施
の
前
提
と
な
る
こ

と
か
ら
、
町
内
協
議
会
を
活
用
し
、
主
担
当
で
あ
る
健
康
課
と

連
携
し
な
が
ら
理
解
促
進
に
向
け
た
働
き
か
け
を
継
続
し
て
い

る
。

（
新
規
）
医
療
的
ケ
ア
児
等
に
対
す
る
支
援
体

制
の
整
備

医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
に
係
る
連
携
体

制
の
構
築
・
可
視
化

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

支
援
体
制
の
整
備
に
向
け
て
、
県
、
圏
域
、
市

町
に
提
言
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
複
合
課
題
を
抱
え
た

ケ
ー
ス
に
対
応
し
、
専
門
性
を
発
揮
す
る
。

・
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
連
絡
会
を
活
用
し
、
関
係
機
関
の
役

割
整
理
と
連
携
体
制
の
仕
組
み
化
を
主
導
。
支
援
体
制
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
・
周
知
に
よ
り
連
携
の
可
視
化
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
圏
域
・
他
市
の
情
報
も
踏
ま
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
と
次
年
度
研
修
実
施
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
行
っ

た
。

・
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
・
配
布
に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
係
機
関

で
の
理
解
・
運
用
状
況
を
確
認
し
、
実
践
と
し
て
定
着
さ
せ
る

た
め
の
継
続
的
な
調
整
と
仕
組
み
化
が
課
題
で
あ
る
。

・
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
運
用
状
況
を

確
認
し
、
事
例
共
有
や
研
修
を
通

じ
て
理
解
と
定
着
を
図
る
。

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

個
別
支
援
の
充
実
を
図
り
、
関
係
機
関
と
と

も
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ

な
う

専
門
的
な
相
談
対
応
が
で
き
る
機
関
と
し
て
、
地
域
課
題
解
決
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

多
職
種
と
連
携
し
、
個
別
支
援
の
充
実
を
図
る

職
員
の
資
質
向
上
と
業
務
整
理
を
行
い
、
効
率
的
な
運
営
を
行
う

様
々
な
地
域
課
題
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
で
き
る
仕
組
み
を
活
用
し
つ
つ
、
拡
充
し
て
い
く

地
域
貢
献

の
視
点

自
立
支
援
協
議
会
等
へ
の
参
画
・
提
言

・
地
域
体
制
共
同
支
援
加
算
の
運
用
整
理
と
様
式
整
備
を
行

い
、
5
市
協
議
会
に
提
案
・
共
有
し
た
。

ま
た
、
や
す
ら
ぎ
の
１
事
例
を
用
い
て
実
践
的
に
流
れ
を
示
す

こ
と
で
、
協
議
会
に
お
い
て
地
域
課
題
を
検
討
す
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
た
。

・
早
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
を
目
的
に
、

多
可
町
に
お
い
て
全
国
初
と
な
る
「
8
歳
児
発
達
相
談
」
を
提

案
し
、
協
議
会
等
と
連
携
し
て
次
年
度
実
施
に
向
け
た
調
整
を

行
っ
た
。

・
事
例
の
蓄
積
と
共
有
を
通
じ
、

継
続
的
な
運
用
と
地
域
課
題
検

討
の
定
着
を
図
る
。

・
R
8
年
度
8
月
実
施
に
向
け
、
町

内
協
議
会
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
後

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
整
理
し
、
3
月

ま
で
に
フ
ロ
ー
図
を
作
成
予
定
。

・
研
修
開
催
数

・
研
修
参
加
者
数

・
ひ
き
こ
も
り
・
8
0
5
0
問
題
に
関
す
る
研
修
・
講
師
派
遣
を
実
施

し
、
延
べ
約
4
5
0
名
が
参
加
。
市
内
外
・
県
・
全
国
規
模
で
の
発

信
を
通
じ
、
支
援
者
育
成
と
地
域
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

た
。

・
研
修
や
講
師
派
遣
の
機
会
が
増
加
す
る
一
方
、
内
容
の
整

理
・
体
系
化
や
継
続
的
な
効
果
測
定
が
十
分
と
は
言
え
な

い
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
・
8
0
5
0
問
題
は
分
野
横
断
的
で
あ
る
た

め
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
地
域
組
織
間
の
連
携
強
化
と
役
割

共
有
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
研
修
内
容
を
整
理
・
体
系
化
し
、

支
援
者
・
地
域
向
け
研
修
を
計
画

的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
協
議

会
等
を
活
用
し
た
多
機
関
連
携
と

成
果
共
有
を
進
め
る
。

一
体
的
管
理
運
営
の
実
施
に
よ
る
共
同

対
応
体
制
と
運
営
基
盤
の
確
立

・
加
西
市
内
5
事
業
所
に
よ
る
一
体
的
管
理
運
営
を
開
始
し
、

業
務
効
率
化
と
経
営
安
定
を
両
立
し
た
相
談
支
援
体
制
を
構

築
。
仕
組
み
化
し
た
運
営
モ
デ
ル
を
圏
域
へ
展
開
し
た
。

・
一
体
的
管
理
運
営
の
仕
組
み
は
整
備
で
き
た
が
、
事
業
所

間
の
専
門
性
や
経
験
差
へ
の
対
応
、
支
援
困
難
ケ
ー
ス
の
負

担
調
整
、
主
体
的
な
参
画
の
定
着
、
取
組
効
果
の
可
視
化
が

課
題
で
あ
る
。

・
定
例
会
議
等
を
通
じ
た
役
割
整

理
と
情
報
共
有
を
継
続
し
、
支
援

困
難
ケ
ー
ス
へ
の
共
同
対
応
、
人

材
育
成
の
仕
組
み
化
、
取
組
効

果
の
可
視
化
を
進
め
る
。

（
新
規
）
計
画
相
談
で
の
加
算
獲
得
徹
底

収
益
性
・
安
定
性
向
上
へ
の
寄
与

・
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
者
研
修
を
受
講
。
専
門
体
制
を
整

備
し
、
算
定
を
開
始
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
他
の
取
得
可
能
な
加

算
に
つ
い
て
も
、
必
要
書
類
の
整
備
を
行
い
、
加
算
算
定
の

漏
れ
防
止
と
収
益
基
盤
の
安
定
化
を
図
っ
た
。

・
加
算
取
得
に
必
要
な
書
類
作
成
に
十
分
な
時
間
を
確
保
で

き
て
お
ら
ず
、
計
画
的
な
対
応
が
難
し
い
状
況
が
見
ら
れ
て
い

る
。

・
加
算
取
得
に
必
要
な
研
修
受
講

者
数
を
把
握
・
管
理
し
、
不
測
の

事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
複

数
名
で
対
応
可
能
な
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
。

8
0
5
0
問
題
の
理
解
促
進
及
び
人
材
育
成

（
新
規
）
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
間
一
体

的
管
理
運
営
の
推
進
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部
署
名

相
談
支
援
部

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

個
別
支
援
の
充
実
を
図
り
、
関
係
機
関
と
と

も
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ

な
う

専
門
的
な
相
談
対
応
が
で
き
る
機
関
と
し
て
、
地
域
課
題
解
決
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

多
職
種
と
連
携
し
、
個
別
支
援
の
充
実
を
図
る

職
員
の
資
質
向
上
と
業
務
整
理
を
行
い
、
効
率
的
な
運
営
を
行
う

様
々
な
地
域
課
題
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
で
き
る
仕
組
み
を
活
用
し
つ
つ
、
拡
充
し
て
い
く

財
務
の
視

点

・
請
求
業
務
を
月
内
完
結
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
会
議
等
を
通

じ
て
進
捗
管
理
と
意
識
統
一
を
継
続
し
、
業
務
の
見
直
し
を
実

施
し
た
。
利
用
者
の
状
態
等
に
よ
り
一
部
遅
延
は
生
じ
た
が
、

遅
延
リ
ス
ク
の
低
減
を
図
り
、
安
定
し
た
請
求
体
制
と
法
人
の

財
務
安
定
に
取
り
組
ん
だ
。

・
利
用
者
の
状
態
や
日
程
調
整
の
影
響
に
よ
り
、
や
む
を
得

ず
月
遅
れ
と
な
る
請
求
が
一
定
数
発
生
し
て
い
る
点
が
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
加
算
取
得
件
数
を
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
で
、
相

談
支
援
の
質
や
丁
寧
な
支
援
プ
ロ
セ
ス
へ
の
影
響
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
、
量
と
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
運
用
整
理

が
求
め
ら
れ
る
。

・
月
遅
れ
が
想
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス

を
早
期
に
把
握
し
進
捗
管
理
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
相
談
支
援
の

質
を
前
提
と
し
た
適
正
な
請
求
運

用
の
共
通
認
識
を
図
り
、
安
定
し

た
業
務
遂
行
に
つ
な
げ
る
。

計
画
相
談
件
数

過
不
足
の
な
い
請
求
業
務
の
徹
底

加
算
件
数

医
療
的
ケ
ア
児
等
へ
の
対
応

・
情
報
伝
達
や
連
絡
体
制
を
整
備

し
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
必
要
な
会
議
や
ケ
ー

ス
に
確
実
に
参
画
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

顧
客
の
視

点

（
新
規
）
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実

支
援
者
・
行
政
・
地
域
組
織
と
の
協
働
に

よ
る
支
援
体
制
を
整
備

・
コ
ム
サ
ロ
ン
2
1
と
の
連
携
で
専
門
知
見
を
活
用
し
、
地
域
ひ

き
こ
も
り
支
援
体
制
の
整
備
と
ケ
ー
ス
対
応
の
質
向
上
を
図
っ

た
。

・
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
対
応
が
増
加
し
、
長
期
支
援
が
必
要
な

ケ
ー
ス
も
多
く
、
人
員
・
時
間
の
確
保
が
課
題
。
ま
た
、
他
市
へ

の
引
継
ぎ
や
市
町
間
の
体
制
差
に
よ
り
支
援
調
整
が
複
雑
化

し
て
い
る
。

対
応
回
数

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
会
議
参
集
時
に

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
ず
参
加
す
る
よ
う
調
整
し
、
個
別

ケ
ー
ス
で
の
対
応
を
通
じ
て
役
割
を
周
知
し
た
。
ま
た
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
連
絡
会
に
お
い
て
も
ケ
ー
ス
共
有
を
行
う
こ
と

で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
理
解
が
徐
々
に
広
ま
っ
て
い

る
。

・
会
議
や
ケ
ー
ス
対
応
の
依
頼
が
不
定
期
に
入
る
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
安
定
し
て
参
画
す
る
時
間
を
確
保
し
に
く
い
。

医
療
機
関
や
関
係
機
関
へ
の
周
知
が
進
み
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
ま
だ
一
部
に
認
知
不
足
が
あ
り
、
連
携
が
十
分
に
機
能
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

・
日
常
業
務
を
維
持
し
つ
つ
、
優

先
順
位
を
明
確
に
し
た
業
務
整
理

を
進
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減

や
時
間
外
勤
務
の
削
減
を
図
る

体
制
を
整
備
す
る
。
特
に
業
務
が

集
中
す
る
秋
～
冬
期
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
計
画
的
な
業
務
配
分

と
進
捗
管
理
を
徹
底
す
る
。

・
コ
ム
サ
ロ
ン
2
1
と
協
同
し
、
支
援

者
の
ス
キ
ル
向
上
と
、
長
期
支
援

に
対
応
可
能
な
体
制
整
備
を
進

め
る
。
市
町
間
連
携
や
情
報
共

有
も
強
化
し
、
継
続
的
か
つ
質
の

高
い
支
援
を
確
保
す
る
。

請
求
件
数

・
加
西
市
の
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
利
用
者
は
1
1
名
か
ら
8
名
へ
減
少

（
▲
3
名
）
し
、
新
規
1
9
名
の
受
入
に
よ
り
計
画
相
談
支
援
の
件

数
確
保
と
稼
働
率
向
上
を
図
っ
た
。

・
や
す
ら
ぎ
で
は
、
複
合
課
題
等
を
踏
ま
え
月
5
～
1
5
件
の
新

規
計
画
相
談
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
事
業
所
へ
引
き

継
ぎ
な
が
ら
安
定
的
な
運
営
を
行
っ
た
。

個
別
支
援
の
充
実

個
別
支
援
会
議
の
開
催
回
数

・
研
修
や
S
V
を
継
続
し
つ
つ
、
個
別
面
談
や
ケ
ー
ス
会
議
を

通
し
て
職
員
の
実
践
状
況
を
把
握
・
助
言
し
、
個
別
支
援
の
質

向
上
と
組
織
と
し
て
の
対
応
力
強
化
を
図
っ
た
。
課
内
検
討
会

を
年
8
回
実
施
し
、
職
員
の
力
量
に
応
じ
た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を

整
備
し
た
。

・
個
別
支
援
や
研
修
・
S
V
参
加
に
加
え
、
急
な
連
絡
や
会
議

参
加
要
請
へ
の
対
応
が
あ
り
、
安
定
し
た
課
内
検
討
時
間
の

確
保
が
難
し
い
。
ま
た
、
職
員
の
力
量
に
応
じ
た
助
言
・
指
導

の
調
整
や
、
組
織
全
体
で
支
援
の
質
を
均
一
化
・
可
視
化
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。

・
研
修
・
S
V
と
課
内
検
討
を
組
み

合
わ
せ
、
定
期
的
か
つ
計
画
的

に
検
討
を
重
ね
て
個
別
支
援
の

質
向
上
と
組
織
対
応
力
強
化
を

図
る
。

業
務
の
効
率
化
、
時
間
外
勤
務
の
削
減

時
間
外
勤
務
時
間
数
（
月
平
均
）

・
勤
務
時
間
内
で
の
業
務
完
結
を
促
す
た
め
、
各
職
員
の
時

間
外
勤
務
状
況
の
把
握
や
業
務
進
め
方
・
優
先
順
位
の
工
夫

を
促
し
た
。
委
託
業
務
等
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
役
職
者
も
含

め
た
情
報
共
有
と
負
担
状
況
の
整
理
を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
、

時
間
外
勤
務
の
低
減
と
収
支
状
況
を
踏
ま
え
た
業
務
効
率
化

を
進
め
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
検
討
に
つ
な
げ
た
。

・
日
常
の
相
談
対
応
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
追
わ
れ
、
業
務

整
理
や
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
・
時
間
外
削
減
が
十
分
に
進

め
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
毎
年
秋
～
冬
に
か
け
て
業

務
が
集
中
し
、
多
忙
と
な
る
時
期
に
は
整
理
の
実
施
が
難
し
く

な
る
点
が
課
題
で
あ
る
。

・
件
数
確
保
は
達
成
し
た
一
方
で
、
複
合
課
題
ケ
ー
ス
の
増

加
に
よ
り
業
務
負
担
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
計
画
相

談
を
委
託
・
基
幹
機
能
を
並
行
し
て
担
う
中
で
、
役
割
整
理
と

業
務
効
率
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
新
規
計
画
相
談
の
受
入
基
準

や
対
応
範
囲
を
整
理
し
、
他
事
業

所
と
の
役
割
分
担
・
引
き
継
ぎ
を

進
め
る
と
と
も
に
、
業
務
手
順
の

見
直
し
に
よ
り
委
託
・
基
幹
セ
ン

タ
ー
機
能
を
優
先
し
た
効
率
的
な

運
営
を
図
る
。
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部
署
名

相
談
支
援
部

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

個
別
支
援
の
充
実
を
図
り
、
関
係
機
関
と
と

も
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ

な
う

専
門
的
な
相
談
対
応
が
で
き
る
機
関
と
し
て
、
地
域
課
題
解
決
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

多
職
種
と
連
携
し
、
個
別
支
援
の
充
実
を
図
る

職
員
の
資
質
向
上
と
業
務
整
理
を
行
い
、
効
率
的
な
運
営
を
行
う

様
々
な
地
域
課
題
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
で
き
る
仕
組
み
を
活
用
し
つ
つ
、
拡
充
し
て
い
く

学
習
と
成

長
の
視
点

相
談
対
応
の
整
理

引
継
ぎ
件
数

・
各
拠
点
の
役
割
に
応
じ
た
目
標
設
定
と
業
務
調
整
を
行
い
、

や
す
ら
ぎ
は
基
幹
・
委
託
相
談
の
整
理
、
は
ん
ど
は
新
規
利

用
者
1
9
名
へ
の
対
応
、
ブ
ラ
ン
チ
は
地
域
移
行
を
半
年
～
1
年

前
か
ら
段
階
的
に
進
め
、
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
相
談
支

援
体
制
を
整
備
し
た
。

・
市
内
全
体
の
相
談
支
援
に
お
け
る
意
識
統
一
と
体
制
醸
成

が
必
要
。
ま
た
、
県
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
依
頼
ケ
ー
ス
も
多
く
、

即
時
的
な
支
援
効
果
が
得
ら
れ
に
く
い
。
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
制
約
も
あ
る
た
め
、
地
域
支
援
者
の
力
を
活
か
し
つ
つ
、
計

画
的
な
移
行
を
常
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
修
の
実
施

内
部
研
修
実
施
回
数

関
係
機
関
、
支
援
者
を
招
い
て
の
研
修
参

加
者
数
（
外
部
者
数
、
延
べ
人
数
）

・
会
議
や
面
談
で
確
認
・
意
見
交

換
す
べ
き
事
項
を
整
理
し
、
定
期

的
な
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
S
V
）
や

職
員
面
談
の
計
画
を
年
度
は
じ

め
に
設
定
し
て
臨
む
体
制
を
整
え

る
。

・
市
内
相
談
支
援
体
制
の
整
備

や
地
域
支
援
者
の
力
の
強
化
、

移
行
計
画
を
進
め
つ
つ
、
職
員
間

の
情
報
共
有
・
役
割
分
担
を
徹
底

し
て
効
率
的
な
運
営
を
図
る
。

部
内
で
の
ケ
ー
ス
検
討
回
数

・
代
表
者
会
議
で
の
報
告
は
継
続
。
内
容
に
よ
り
部
内
ケ
ー
ス

会
議
の
開
催
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
議
題
に
あ
げ
る
基
準
を

明
確
に
し
、
抜
け
な
く
報
告
・
相
談
で
き
る
よ
う
に
し
、
リ
ス
ク
管

理
と
対
応
力
向
上
を
図
っ
た
。

・
や
す
ら
ぎ
が
関
わ
る
ケ
ー
ス
数
が
多
く
、
す
べ
て
の
報
告
・
検

討
を
行
う
会
議
時
間
や
書
面
作
成
の
時
間
が
不
足
し
て
い

る
。

・
ケ
ー
ス
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
向
上
や
リ
ス
ク
管
理
手
法
、

ケ
ー
ス
会
議
運
営
・
振
り
返
り
等
の
技
法
伝
達
を
継
続
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
が
、
時
間
的
制
約
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

・
虐
待
防
止
研
修
（
年
2
回
）
、
B
C
P
研
修
（
年
1
回
）
、
面
接
技

法
研
修
（
年
1
回
）
、
相
談
支
援
体
制
研
修
（
年
1
回
）
を
実
施
。

・
県
規
模
研
修
5
回
（
参
加
者
2
0
0
名
）
や
加
西
ブ
ラ
ン
チ
2
0
周

年
講
演
会
（
6
5
名
）
な
ど
も
含
め
、
組
織
と
し
て
の
対
応
力
強

化
に
取
り
組
ん
だ
。

・
研
修
・
学
習
機
会
は
確
保
で
き
て
い
る
が
、
日
常
業
務
の
多

忙
さ
や
複
数
の
研
修
・
委
員
会
が
重
な
る
こ
と
で
、
計
画
的
な

開
催
や
検
討
、
資
料
作
成
・
学
び
の
定
着
が
難
し
い
。
部
内
研

修
委
員
会
や
そ
の
他
研
修
関
連
委
員
会
の
運
営
も
計
画
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

支
援
課
題
が
多
い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
力
向
上

外
部
研
修
参
加
の
確
保

研
修
参
加
回
数

伝
達
研
修
の
回
数

・
外
部
研
修
へ
の
参
加
と
内
容
の
部
内
共
有
を
通
じ
、
要
点

整
理
・
説
明
力
・
意
見
交
換
力
を
高
め
、
組
織
全
体
で
知
識
・

視
点
を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
。
研
修
報
告
書
の

閲
覧
体
制
や
会
議
で
の
共
有
に
よ
り
、
学
び
を
個
人
だ
け
で

な
く
組
織
の
資
産
と
し
て
蓄
積
し
た
。

・
研
修
参
加
や
共
有
は
実
施
で
き
て
い
る
が
、
日
常
業
務
の

多
忙
さ
や
開
催
集
中
に
よ
り
、
報
告
・
資
料
作
成
や
学
び
の
定

着
・
活
用
が
十
分
で
な
い
。
ま
た
、
希
望
参
加
に
加
え
、
組
織

と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
習
得
の
指
示
や
調
整
も
求
め
ら
れ

る
。

・
研
修
の
優
先
順
位
を
明
確
化

し
、
業
務
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

組
織
と
し
て
必
要
な
研
修
へ
の
参

加
を
指
示
・
促
進
し
、
学
び
の
定

着
と
活
用
を
継
続
的
に
進
め
る
。

・
部
内
研
修
委
員
会
や
関
連
委

員
会
の
年
間
計
画
を
策
定
し
、
研

修
効
果
の
評
価
や
必
要
な
検
討

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、

県
規
模
の
研
修
効
果
も
定
期
的

に
確
認
し
、
職
員
の
学
習
や
組
織

全
体
の
知
識
向
上
に
つ
な
げ
る
。
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部
署
名

介
護
保
険
部

・
後
期
高
齢
者
の
地
域
行
事
の
参
加
へ
の
工
夫
な
ど
が

必
要

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

ふ
る
さ
と
創
造
会
議
の
常
任
理
事
を
継
続
し
、

地
域
づ
く
り
計
画
に
基
づ
い
た
、
ハ
ー
ブ
園
の

運
営
を
行
う
。

地
域
で
後
期
高
齢
者
が
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

基
盤
づ
く
り
を
行
い
利
用
者
に
選
ば
れ
る
事
業

を
実
施
す
る
。

・指
定
基
準
の
職
員
配
置
を
守
り
な
が
ら
、
適
正
配
置
が
で
き

る
よ
う
勤
務
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

・
引
き
続
き
、
適
正
配
置
が
で
き
る
よ
う
勤
務
の
調
整
を
行

う
。

・
毎
月

財
務
の
視

点

・全
利
用
者
の
意
思
確
認
を
実
施

・
特
に
な
し

・
各
利
用
者
の
プ
ラ
ン
更
新
時
期
毎

人
生
の
最
終
段
階
に
あ
る
人
の
新
規
利
用
を

受
け
入
れ
る
。

医
療
依
存
度
の
高
い
人
の
利
用
を
促
進
し
、
介

護
度
が
高
い
利
用
者
の
継
続
利
用
を
可
能
に

す
る
。

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

後
期
高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

基
盤
づ
く
り
を
地
域
と
協
働
で
行
い
、
地
域
の

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
実
施
す
る

・
後
期
高
齢
に
な
っ
て
も
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
あ
き
ら
め
ず
、
看
取
り
ま
で
支
援
す
る
。
後
期
高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
で
地
域
を
元
気
に
す
る

・
家
族
支
援
を
付
帯
事
項
に
し
な
い
こ
と
で
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
し
、
独
居
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
の
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
え
る

・
後
期
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
し
、
人
生
の
最
終
段
階
の
意
思
形
成
及
び
意
思
決
定
を
支
え
る

・
看
取
り
の
体
制
を
整
え
、
重
度
の
身
体
障
害
や
認
知
機
能
の
低
下
し
た
状
態
の
高
齢
者
が
継
続
利
用
で
き
る
こ
と
で
利
用
者
を
確
保
す
る

・
地
域
参
加
、
地
域
と
の
協
働
を
行
い
、
人
々
が
地
域
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
基
盤
整
備
を
行
う

地
域
貢
献

の
視
点

・常
任
理
事
の
継
続

・ふ
る
さ
と
創
造
会
議
出
席

・ハ
ー
ブ
園
の
継
続

・高
齢
者
の
地
域
参
加

・ふ
る
さ
と
創
造
会
議
に
毎
月
出
席
、
西
在
田
小
学
校
の
閉
校

イ
ベ
ン
ト
や
夏
祭
り
、
ハ
ー
ブ
園
の
運
営
な
ど
地
域
行
事
に
参

加
し
た
。

・
会
議
に
つ
い
て
は
、
毎
月
参
加

・地
域
密
着
型
事
業
所
連
絡
会
開
催

・あ
っ
た
か
相
談
員
受
け
入
れ

・地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
連
合
会
を
開
催
（6
月
か
ら
12
月
ま

で
毎
月
）

・1
2月
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
連
合
会
研
修
会
を
開
催

・あ
っ
た
か
介
護
相
談
員
の
受
け
入
れ
を
実
施

・
特
に
な
し

・
あ
っ
た
か
介
護
相
談
員
総
括
会
議
を

3
月
に
開
催

地
域
密
着
型
事
業
所
と
の
連
携
や
あ
っ
た
か
介

護
相
談
員
等
の
受
け
入
れ
を
行
う
。

・後
期
高
齢
者
の
継
続
利
用

・後
期
高
齢
者
の
新
規
利
用

・毎
月
の
目
標
値
を
維
持
で
進
捗
。
（後
期
高
齢
者
が
占
め
る

割
合
が
90
％
以
上
）

・
認
知
機
能
の
低
下
等
で
日
常
生
活
に
困
難
が
生
じ
る
後

期
高
齢
者
に
対
し
て
「
通
い
」
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
「
訪

問
」
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
工
夫
が
必
要
。
ま
た
「
泊
り
」
の

ニ
ー
ズ
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

調
整
の
工
夫
が
必
要

・
毎
日

・認
知
症
重
度
者
の
継
続
利
用

・神
経
難
病
の
人
の
継
続
利
用

・継
続
利
用
の
目
標
値
を
維
持
で
進
捗

・
特
に
な
し

・
毎
日

・ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
に
人
生
の
最
終

段
階
の
意
向
を
明
記
し
、
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会
議
で
明
示
す
る

・
毎
日
（
年
1
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
）

認
知
機
能
が
重
度
に
低
下
し
た
状
態
の
後
期

高
齢
者
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
等
で
介
護
度
の
多

い
人
が
利
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
既
存

の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
。

人
生
の
最
終
段
階
の
意
思
決
定
支
援
、
医
療

介
護
の
連
携
体
制
の
整
備
を
行
う
。

要
介
護
5の
利
用
者
の
継
続
利
用

・現
在
1名
の
利
用
で
進
捗

・
引
き
続
き
、
必
要
な
医
療
が
あ
っ
て
も
入
院
せ
ず
に
在

宅
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
す
る
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

職
員
配
置
の
適
正
化

人
件
費
率
の
適
正
化

通
い
で
の
日
中
活
動
の
充
実

・利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
2月
～
3月
に
か
け
て
実

施

・
日
中
活
動
に
つ
い
て
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
こ
と

で
利
用
者
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
機
会
が
作
れ

た
が
、
今
後
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
日
中
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

顧
客
の
視

点

・
毎
日

人
生
の
最
終
段
階
に
あ
る
人
の
受
け
入

れ
・現
在
1名
を
受
け
入
れ
（令
和
8年
1月
現
在
）

※
在
宅
で
の
看
取
り
は
、
2名

予
防
か
ら
看
取
り
ま
で
長
い
期
間
安
心
し
て
利

用
で
き
る
。

入
所
施
設
へ
の
住
替
え
ゼ
ロ

・入
所
施
設
へ
の
住
替
え
ゼ
ロ
で
進
捗

・
ま
ず
長
期
の
入
院
と
な
ら
な
い
よ
う
に
利
用
中
の
健
康

状
態
に
留
意
し
、
ま
た
家
族
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

・
毎
日

・
引
き
継
続
き
、
主
治
医
や
他
事
業
所
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
実
施
す
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
随
時
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部
署
名

介
護
保
険
部

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

後
期
高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

基
盤
づ
く
り
を
地
域
と
協
働
で
行
い
、
地
域
の

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
実
施
す
る

・
後
期
高
齢
に
な
っ
て
も
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
あ
き
ら
め
ず
、
看
取
り
ま
で
支
援
す
る
。
後
期
高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
で
地
域
を
元
気
に
す
る

・
家
族
支
援
を
付
帯
事
項
に
し
な
い
こ
と
で
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
し
、
独
居
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
の
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
え
る

・
後
期
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
し
、
人
生
の
最
終
段
階
の
意
思
形
成
及
び
意
思
決
定
を
支
え
る

・
看
取
り
の
体
制
を
整
え
、
重
度
の
身
体
障
害
や
認
知
機
能
の
低
下
し
た
状
態
の
高
齢
者
が
継
続
利
用
で
き
る
こ
と
で
利
用
者
を
確
保
す
る

・
地
域
参
加
、
地
域
と
の
協
働
を
行
い
、
人
々
が
地
域
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
基
盤
整
備
を
行
う

・
2
ヶ
月
毎

・
毎
日

・利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
2月
～
3月
に
か
け
て
実

施
・
特
に
な
し

・
毎
日
（
年
1
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
）

・
随
時

・
毎
月

事
業
所
評
価

・1
月
か
ら
3月
に
か
け
て
事
業
所
評
価
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
・
特
に
な
し

・
年
1
回

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

買
い
物
や
通
院
を
支
援
し
在
宅
生
活
の
継
続
に

必
要
な
外
出
・移
動
支
援
を
充
実
す
る
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

訪
問
で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
が

で
き
る
職
員
を
育
成

訪
問
回
数
と
訪
問
に
行
く
職
員
増

業
務
の
効
率
化

残
務
を
減
ら
す

・毎
月
20
9件
～
45
5件
の
訪
問
件
数
を
維
持

・ケ
ア
カ
ル
テ
の
導
入
に
伴
い
、
残
務
が
減
少
し
て
い
る
。

・
訪
問
業
務
を
担
う
職
員
の
偏
り
を
改
善
。

・
特
に
な
し

・
計
画
作
成
担
当
者
や
管
理
者
な
ど
、
現
場
の
直
接
業
務

に
携
わ
る
時
間
が
多
く
、
業
務
時
間
を
超
過
す
る
日
が
あ

る
。

・
各
職
員

　
O
J
T
は
月
1
回

　
O
F
F
J
T
は
年
1
回

利
用
者
の
自
己
実
現
を
か
な
え
Q
O
L
の
向
上
を

目
指
す

事
業
所
評
価

・1
月
か
ら
3月
に
か
け
て
事
業
所
評
価
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
・
特
に
な
し

・
年
1
回

職
員
一
人
一
人
の
専
門
性
を
高
め
る

O
J
T
/O
F
F
J
T
へ
の
参
加

・O
J
T
に
つ
い
て
は
毎
月
1回
、
O
F
F
J
T
に
つ
い
て
は
適
宜
行

え
て
い
る
。

学
習
と
成

長
の
視
点

個
別
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育

成 個
別
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

利
用
者
に
関
す
る
情
報
も
し
く
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
の
伝
達

を
目
的
と
し
た
会
議
の
実
施

・毎
月
1回
実
施

・
有
効
性
を
高
め
る
た
め
の
開
催
時
間
な
ど
の
工
夫
が
必

要

移
動
支
援
の
実
施

・独
居
の
利
用
者
へ
の
買
い
物
支
援
や
受
診
の
付
き
添
い
な

ど
が
増
え
て
き
て
い
る
。

・
特
に
な
し

顧
客
の
視

点

・
有
効
性
を
高
め
る
た
め
の
開
催
時
間
な
ど
の
工
夫
が
必

要

・
年
1
回

新
し
い
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

地
域
で
開
催
さ
れ
る
会
議
等
に
参
画

・定
期
的
に
会
議
や
地
域
の
集
ま
り
へ
参
加
し
て
い
る
。

・
特
に
な
し

・
毎
月

人
生
の
最
終
段
階
を
ど
こ
で
迎
え
た
い
か
の
意

思
形
成
を
行
う
。

看
取
り
件
数

・現
在
3名
（令
和
8年
1月
現
在
）

　
ど
っ
こ
い
し
ょ
1名
、
自
宅
2名

・
特
に
な
し
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部
署
名

児
童
支
援
部

・
現
状
維
持

・
適
宜
情
報
収
集
を
継
続
す
る
。

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点

・
適
宜
ケ
ア
コ
ネ
ク
ト
へ
の
相
談
を

継
続
す
る
。

・
今
年
度
と
同
様

各
職
員
の
研
修
へ
の
参
加
・
研
修
委
員
会
の

活
用

参
加
頻
度

・
ゆ
た
か
会
研
修
委
員
会
主
催
の
研
修
会
に
は
、
家
庭
の
事

情
で
参
加
不
可
の
職
員
以
外
は
、
全
員
全
て
参
加
し
た
。
合

わ
せ
て
、
新
規
職
員
は
マ
ナ
ー
講
習
、
保
育
士
は
児
童
支
援

に
関
す
る
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

・
研
修
員
会
主
催
の
研
修
に
は
引
き
続
き
全
職
員
で
参
加
す

る
事
を
継
続
す
る
。
合
わ
せ
て
、
各
職
種
に
合
わ
せ
た
研
修

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
管
理
者
か
ら
声
を
か
け
て
い
く
。

・
引
き
続
き
適
宜
必
要
な
研
修
に

参
加
す
る
。

保
護
者
と
希
望
者
向
け
の
講
演
会

参
加
者
数

・
令
和
8
年
2
月
6
日
に
実
施
予
定
、
令
和
8
年
1
月
2
1
日
時
点

で
3
9
名
が
参
加
予
定
。

・
チ
ラ
シ
、
H
P
等
を
活
用
し
た
案
内
を
継
続
す
る
。

・
令
和
8
年
2
月
6
日
に
講
演
会
実

施
予
定

新
規
勤
怠
シ
ス
テ
ム
及
び
請
求
・
記
録
ソ
フ
ト
の

有
効
活
用

・
事
業
所
評
価
表
の
「
事
業
所
の
支
援
に
満
足
し
て
い
ま
す

か
」
の
問
い
に
対
し
、
返
却
2
7
人
全
て
「
は
い
」
に
〇
を
さ
れ
て

い
る
。

・
保
護
者
対
応
に
関
し
て
は
、
令
和
7
年
度
同
様
連
絡
帳
に
よ

る
情
報
共
有
と
直
接
相
談
を
継
続
す
る
。

学
習
と
成

長
の
視
点

新
規
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
考
察

情
報
収
集
、
進
捗

・
他
事
業
所
等
の
進
捗
の
情
報
収
集
は
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
に
関
し
て
は
大
き
く
は
動
い
て
い
な
い
。

・
市
内
外
問
わ
ず
、
他
事
業
所
の
情
報
収
集

・
少
子
化
を
考
慮
し
た
上
で
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
察

安
定
し
た
職
員
配
置
に
よ
る
、
療
育
の
質
の
維

持
職
員
配
置
状
況

・
基
本
人
員
に
加
え
、
保
育
士
と
音
楽
療
法
士
も
配
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
活
か
し
た
療
育
を
提
供
し
て
い
る
。

・
引
き
続
き
現
在
の
職
員
数
を
維
持
し
た
上
で
、
保
育
士
、
音

楽
士
、
心
理
士
の
専
門
領
域
を
活
か
せ
る
療
育
の
枠
組
み
を

お
こ
な
う
。

事
務
作
業
量
の
減
少

・
ケ
ア
カ
ル
テ
を
用
い
た
請
求
業
務
に
よ
り
、
月
末
の
作
業
量

は
減
少
し
て
い
る
。

・
引
き
続
き
、
活
用
に
お
い
て
困
難
が
生
じ
る
場
合
に
は
ケ
ア

コ
ネ
ク
ト
の
担
当
者
に
相
談
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
請
求
業
務

を
お
こ
な
え
る
よ
う
に
研
鑽
す
る
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

顧
客
の
視

点

児
童
支
援
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
支
援
も
大
切
に

す
る

保
護
者
評
価
満
足
度

地
域
貢
献

の
視
点

関
係
機
関
へ
の
利
用
状
況
の
報
告

・
各
市
に
、
事
業
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
講
演
会
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
る
。

・
こ
ど
も
支
援
連
絡
会
で
事
業
所
の
進
捗
を
報
告
し
て
い
る
。

・
令
和
8
年
度
、
適
宜
各
市
福
祉

課
に
周
知
に
行
く
。

H
P
の
情
報
更
新

・
毎
月
の
事
業
所
会
報
誌
、
写
真
等
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
継
続

し
て
い
る
。

・
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
継
続
す
る
。

・
適
宜
現
在
の
動
き
を
継
続
す

る
。

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ
保
護
者
支
援
を
重
点
に
お
い
た
療
育
の
質

の
維
持
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
展
開

・
財
務
状
況
の
維
持
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
現
存
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
新
規
サ
ー
ビ
ス
も
視
野
に
入
れ
る

・
地
域
で
よ
り
名
前
が
定
着
す
る
努
力
と
、
そ
の
た
め
の
療
育
の
質
の
維
持

・
今
ま
で
の
運
営
で
成
功
し
た
点
は
継
続
し
、
改
善
点
は
積
極
的
に
改
善
し
て
い
く

・
利
用
数
確
保
の
た
め
の
継
続
的
な
配
慮

・
児
童
支
援
は
親
支
援
、
の
テ
ー
マ
を
基
に
、
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
す
る

財
務
の
視

点

・
令
和
7
年
4
月
～
1
2
月
（
9
か
月
）
の
利
用
率
　
平
均
8
7
.4
％

・
令
和
7
年
度
の
利
用
数
は
埋
ま
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
7
年
度

の
延
べ
利
用
数
増
加
に
関
し
て
は
、
振
替
、
プ
ラ
ス
療
育
の
案

内
を
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

・
令
和
8
年
度
に
関
し
て
は
、
年
長
児
が
終
了
し
た
枠
を
可
能

な
限
り
う
め
る
た
め
、
2
回
以
上
/
週
の
療
育
利
用
案
内
を
お
こ

な
う
。

・
令
和
7
年
度
内
は
見
学
、
契
約

対
応

・
令
和
8
年
4
月
以
降
は
各
市
福

祉
課
へ
の
情
報
提
供

加
西
市
タ
イ
ム
ケ
ア
の
受
託

児
童
発
達
支
援
の
財
務
的
に
適
正
な
運
営

受
託
継
続

・
受
託
を
継
続
し
て
い
る
。
令
和
8
年
度
に
向
け
て
、
福
祉
課
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
見
学
会
を
実
施
予
定

・
福
祉
課
と
連
携
し
て
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
の
周
知
継
続

・
利
用
児
童
数
の
維
持
、
増
加

・
令
和
7
年
度
内
に
、
福
祉
課
と
の

打
ち
合
わ
せ

利
用
率

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

事
業
所
の
周
知

H
P
の
運
用
と
活
用

・
今
年
度
と
同
様
の
動
き
を
継
続

33



部
署
名

通
所
系
支
援
部

よ
り
多
く
の
利
用
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
環
境
の
調
整
及
び
規
程
等
の
見
直
し

常
勤
換
算
数
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
人
員
数
を
見
極
め
た
適
切
な
人
員
配
置

建
物
の
有
効
活
用
と
受
け
入
れ
体
制
の
見
直
し
経
営
改
善
を
図
る

土
曜
・
祝
日
営
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
直
し
、
社
会
参
加
の
場
を
創
出

就
労
訓
練
の
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

・
就
労
支
援
研
修
の
資
料
を
基
に
方
向
性
を
決
定
し
、
施
設

の
状
況
に
合
わ
せ
た
内
容
の
検
討
を
実
施
し
た
。

・
定
期
的
な
配
置
変
更
を
継
続
す

る
。

・
利
用
申
し
込
み
の
簡
素
化

・
工
賃
検
討
委
員
会
で
検
討
す

る
。

・
ス
タ
ッ
フ
会
議
で
検
証
、
改
善
を

図
る
。

１
階
の
活
用

個
別
支
援
と
就
労
支
援
の
強
化

内
部
研
修
の
機
会
を
増
や
す

・
今
年
度
内
部
研
修
を
9
回
予
定
し
、
6
回
実
施
し
た
。

・
特
に
な
し

・
計
画
に
基
づ
き
、
研
修
を
実
施

す
る
。

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
配
置

・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
試

行
す
る
。

・
受
注
交
渉

・
新
規
開
拓

・
既
存
の
作
業
量
を
増
や
す
、
新
規
作
業
の
受
注
を
交
渉
す

る ・
新
規
受
注
先
開
拓
を
行
う
。

・
具
体
的
な
内
容
を
早
急
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
送
迎
へ
の
対
応

利
用
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
昼
の
送
迎
を
実
施
し
て
い
る
。
送
迎

担
当
者
は
休
憩
時
間
を
時
間
差
で
取
得
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

・
引
き
続
き
実
施
す
る
。

・
休
憩
時
間
を
時
間
差
で
取
得
し
、
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
。
・
ス
タ
ッ
フ
会
議
で
検
証
、
改
善
を

図
る
。

学
習
と
成

長
の
視
点

工
賃
支
払
規
程
の
見
直
し

実
態
に
応
じ
た
規
程
の
作
成

・
令
和
7
年
1
0
月
よ
り
支
払
日
、
計
算
方
法
な
ど
規
約
を
変
更

し
、
余
剰
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
た
。

・
余
剰
金
の
分
配
に
つ
い
て
、
わ
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

各
作
業
場
に
配
置
可
能
な
人
員
の
育
成

単
独
で
配
置
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
の
人
数

・
定
期
的
に
作
業
配
置
を
変
更
し
、
複
数
の
視
点
で
利
用
者

の
様
子
や
作
業
の
様
子
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
特
に
な
し

新
規
事
業
の
実
施

・
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
自
立
支
援
協
議
会
の
会
議
や
絆

カ
フ
ェ
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

・
利
用
見
込
み
　
4
3
回
以
上
（
月
平
均
3
.6
回
）

・
現
在
、
相
談
支
援
部
を
中
心
に
自
立
支
援
協
議
会
の
会
議

が
中
心
で
あ
る
。

・
一
般
の
方
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
す
る
。

・
作
業
に
支
障
の
な
い
配
置
は
で
き
て
い
る
。

・
日
中
の
送
迎
実
施
に
つ
い
て
も
で
き
て
い
る
。

・
特
に
な
し

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点
勤
務
及
び
日
中
の
配
置
動
向
の
調
整

顧
客
の
視

点

平
均
工
賃
の
維
持
向
上

前
年
比

・
令
和
6
年
度
3
6
,9
6
8
円
、
令
和
7
年
1
月
現
在
3
4
,1
1
6
円
と

な
っ
て
い
る
。

・
昨
年
度
平
均
売
上
約
5
5
万
/
月
（
飲
食
事
業
を
除
く
）
に
対

し
、
今
年
度
は
約
5
0
万
/
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
支
払
い
対
象

者
が
増
え
て
い
る
（
延
べ
約
1
0
0
人
）
か
ら
平
均
工
賃
が
下

が
っ
て
い
る
。

昼
の
送
迎
体
制
の
確
立

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ 地
域
貢
献

の
視
点

土
曜
・
祝
日
の
参
加
状
況
の
改
善

・
食
事
会
（
8
、
1
2
月
）
、
外
出
支
援
（
1
1
月
）
、
福
祉
フ
ェ
ス
タ
見

学
、
（
1
2
月
）
を
実
施
し
た
。

・
新
規
利
用
者
の
中
に
「
土
曜
・
祝
日
も
作
業
を
し
た
い
」
と
い

う
方
も
お
り
、
昨
年
度
よ
り
土
曜
・
祝
日
の
若
干
で
は
あ
る
が

稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

・
土
曜
・
祝
日
稼
働
率
　
R
6
年
度
4
9
.5
％
　
R
7
年
度
5
5
.8
%

参
加
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

参
加
す
る
、
1
階
を
活
用
し
た
行

事
を
開
催
す
る
な
ど
余
暇
の
充
実

を
図
る
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

土
曜
・
祝
日
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直
し

・
休
日
は
家
で
過
ご
し
た
い
利
用
者
も
多
く
い
る
が
、
引
き
続
き

外
出
や
1
階
を
活
用
し
た
食
事
会
や
行
事
の
企
画
を
行
い
、
参

加
を
促
す
。

・
土
曜
・
祝
日
の
作
業
量
の
確
保

多
様
な
「
働
き
た
い
」
に
応
え
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
強
化
と
建
物
の
活
用

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
（
工
賃
や
働
き
方
）
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

財
務
の
視

点

・
令
和
6
年
度
稼
働
率
9
5
.5
％
か
ら
、
1
0
1
%
（
+
5
.5
％
）
。

・
登
録
者
R
7
.4
　
1
7
名
　
→
　
2
0
名
（
R
8
.1
月
現
在
）
と
な
っ
て

い
る
が
、
精
神
的
不
調
に
よ
る
長
期
欠
席
（
R
8
.1
現
在
3
名
）
や

出
席
が
安
定
し
な
い
方
が
い
る
。

・
季
節
の
変
わ
り
目
、
夏
、
冬
に
体
調
不
良
で
休
む
方
が
多

い
。

・
精
神
的
不
調
の
原
因
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
に
な
る
と
介

入
が
難
し
い
。

・
個
人
で
の
健
康
管
理

・
長
期
欠
席
者
の
定
期
的
な
様
子

伺
い
、
利
用
を
促
す
な
ど
の
ア
プ

ロ
ー
チ
継
続
。

・
新
規
利
用
者
の
受
入
れ

・
健
康
管
理
に
つ
い
て
周
知
す

る
。

稼
働
率
の
改
善

前
年
以
上
（
令
和
5
年
概
算
1
0
5
.0
%
）
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部
署
名

共
同
生
活
援
助
部

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
利
用
者
と
家
族
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
場
所
と
な
る

財
務
の
視

点

年
間
平
均
稼
働
率

・
令
和
7
年
4
月
か
ら
1
1
月
稼
働
率
は
9
9
.5
％
（
昨
年
度
同
様
、

目
標
値
9
8
.0
％
）

・
入
居
希
望
待
機
者
の
人
数
が
少
な
い
。

・
部
内
の
一
部
の
職
員
で
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

高
齢
・
重
度
障
害
者
に
特
化
し
た
生
活
支

援
事
業
所
と
し
て
、
利
用
者
と
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
続
け
る

地
域
貢
献

の
視
点

新
規
利
用
契
約
数

・
新
規
利
用
者
1
名
（
大
空
）
と
契
約
、
利
用
開
始
し
た
。

・
利
用
終
了
時
刻
の
延
長
を
希
望
さ
れ
た
方
が
い
た
為
、
延

長
支
援
加
算
を
申
請
し
た
。

・
令
和
8
年
4
月
以
降
の
輝
き
通
所

希
望
者
が
い
る
為
、
欠
席
枠
や
土

曜
営
業
日
か
ら
受
け
入
れ
を
行

う
。
・
相
談
支
援
事
業
所
と
協
力
し
、

支
援
に
繋
げ
る
。

地
域
交
流
回
数

・
播
磨
農
業
高
校
4
回
、
北
条
高
校
2
回
（
う
ち
1
回
は
文
化
祭

見
学
）
、
教
ル
ー
テ
ル
会
1
回
、
愛
の
光
こ
ど
も
園
2
回
の
交
流

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
鶉
野
上
町
自
治
会
行
事
へ
4
回
参
加
し

た
。

・
庭
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
方
向
性
が
な
い
。

・
庭
園
の
維
持
管
理
を
通
し
て
地

域
交
流
を
深
め
る
方
法
に
つ
い
て

検
討
、
実
施
す
る
。

・
よ
り
多
く
の
人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
業
所
と
な
る
。

・
安
全
と
安
心
を
基
盤
に
、
利
用
者
及
び
家
族
の
更
な
る
利
用
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
。

・
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が
や
り
が
い
と
専
門
職
集
団
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

・
輝
き
は
利
用
定
員
に
達
し
て
い
る
為
、
曜
日
固
定
を
し
て
受

け
入
れ
可
能
な
日
が
な
い
が
、
次
年
度
に
新
規
の
利
用
希
望

者
が
い
る
。

・
現
利
用
者
に
お
い
て
も
、
老
障
介
護
の
課
題
に
直
面
し
て
い

る
方
々
が
い
る
。

地
域
交
流
を
通
じ
て
近
隣
地
域
と
よ
り
よ
い
関

係
性
を
広
げ
て
い
く

・
各
専
門
職
の
業
務
内
容
の
整
理
と
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
支
出
を
抑
え
各
事
業
の
利
用
率
を
更
に
向
上
さ
せ
る
。

・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
に
な
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

・
入
居
ニ
ー
ズ
を
利
用
者
等
に
確

認
し
待
機
者
リ
ス
ト
と
入
居
ま
で

の
流
れ
を
明
確
に
す
る
。

・
入
居
者
数
維
持
(な
ご
み
)

・
稼
働
率
の
向
上
(輝
き
)

・
入
居
者
数
維
持
(大
空
)

年
間
平
均
稼
働
率

・
利
用
時
間
が
5
時
間
以
上
7
時
間
未
満
（
0
.7
5
）
、
5
時
間
未
満

（
0
.5
）
と
し
て
計
算
す
る
と
、
令
和
7
年
4
月
か
ら
1
2
月
の
稼
働

率
は
9
0
.6
％
（
1
1
月
末
時
点
、
目
標
値
9
2
.0
％
、
昨
年

8
8
.3
％
）
と
な
っ
た
。

・
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
が
平
日
の
空
き
枠
が
な
く
、
欠
席
発
生

時
や
土
曜
営
業
日
の
受
け
入
れ
し
か
で
き
な
い
。

・
利
用
希
望
者
は
平
日
の
空
き
や

土
曜
営
業
日
の
利
用
を
提
案
す

る
。

年
間
平
均
稼
働
率

・
入
居
ニ
ー
ズ
を
利
用
者
等
に
確

認
し
待
機
者
リ
ス
ト
と
入
居
ま
で

の
流
れ
を
明
確
に
す
る
。

・
支
援
体
制
を
見
直
し
、
多
く
の
職

員
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

・
令
和
7
年
4
月
か
ら
1
1
月
稼
働
率
は
9
8
.6
％
（
昨
年
9
8
.2
％
、

目
標
値
9
6
.0
％
)

・
入
居
希
望
待
機
者
の
人
数
が
少
な
い
。

・
現
在
の
加
算
を
維
持
,新
た
な
加
算
取
得
に
向

け
て
検
証
す
る

取
得
対
象
と
す
る
も
の

・
大
空
重
度
加
算
取
得
（
4
月
か
ら
4
名
、
5
月
か
ら
5
名
、
6
月
か

ら
6
名
）

・
輝
き
重
度
加
算
取
得
（
6
月
か
ら
5
名
、
1
1
月
か
ら
6
名
）

・
輝
き
リ
ハ
ビ
リ
加
算
取
得
（
4
月
時
点
は
1
1
名
、
1
0
月
か
ら
2

名
、
1
1
月
か
ら
1
追
加
し
、
計
1
4
名
）

・
延
長
支
援
加
算
の
申
請
を
行
っ
た
（
8
名
）

・
特
に
な
し
。

・
人
員
配
置
体
制
加
算
の
区
分

維
持
の
た
め
、
大
空
と
輝
き
の
職

員
配
置
を
調
整
す
る
。

・
入
居
者
数
維
持
(く
つ
ろ
ぎ
)

年
間
平
均
稼
働
率

・
令
和
7
年
4
月
か
ら
1
1
月
稼
働
率
は
7
0
.1
％
（
昨
年
5
6
.1
％
、

目
標
値
7
5
.0
％
）

・
入
居
者
の
仕
事
が
休
み
と
な
る
と
、
自
宅
へ
帰
る
た
め
利
用

日
数
が
少
な
く
な
る
。

・
部
内
の
一
部
の
職
員
で
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
仕
事
の
休
み
（
平
日
）
に
よ
る
欠

席
が
長
く
な
る
場
合
は
、
く
つ
ろ
ぎ

の
利
用
を
勧
め
る
。

・
支
援
体
制
を
見
直
し
、
多
く
の
職

員
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

職
員
一
人
ひ
と
り
の
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
支
出

を
削
減
す
る

支
出
削
減
対
策
会
議
の
実
施

（
管
理
者
・
主
任
・
物
品
担
当
）

・
時
間
外
勤
務
：
ハ
ナ
ス
ト
等
の
活
用
を
行
っ
て
い
る
が
令
和
7

年
度
の
6
ヶ
月
間
で
は
、
前
年
度
よ
り
約
1
割
増
加
し
て
い
た
。

4
月
の
給
食
の
見
直
し
が
増
加
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

・
水
道
光
熱
費
：
節
水
や
節
電
を
周
知
し
昨
年
度
と
同
程
度
の

状
況

・
物
品
購
入
費
：
昨
年
度
よ
り
2
割
程
度
少
な
い
状
況

・
照
明
や
エ
ア
コ
ン
の
消
し
忘
れ
が
時
折
見
受
け
ら
れ
た
。

・
同
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
継
続

す
る
。
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部
署
名

共
同
生
活
援
助
部

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

高
齢
・
重
度
障
害
者
に
特
化
し
た
生
活
支

援
事
業
所
と
し
て
、
利
用
者
と
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
続
け
る

・
よ
り
多
く
の
人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
業
所
と
な
る
。

・
安
全
と
安
心
を
基
盤
に
、
利
用
者
及
び
家
族
の
更
な
る
利
用
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
。

・
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が
や
り
が
い
と
専
門
職
集
団
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

・
各
専
門
職
の
業
務
内
容
の
整
理
と
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
支
出
を
抑
え
各
事
業
の
利
用
率
を
更
に
向
上
さ
せ
る
。

・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
に
な
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

財
務
の
視

点

・
利
用
状
況
の
報
告
方
法
を
再
検

討
す
る
。

・
定
期
的
（
年
に
1
回
）
に
調
査
を

実
施
す
る
。

事
故
防
止
に
向
け
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
事
故
内
容

の
検
証
と
事
故
防
止
対
策
の
実
施
。

会
議
の
開
催
回
数

・
会
議
は
6
回
開
催
し
た
。

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
件
数
1
5
1
件
、
事
故
件
数
1
2
件
で
あ
っ
た
。
（
令

和
7
年
1
2
月
ま
で
）

・
月
に
1
回
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
集
計
と
防
止
策
に
つ
い
て
周
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
早
急
に
防
止
策
が
必
要
な
も
の
は
そ
の
都
度

周
知
し
た
。

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
実
施
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
た
。

・
利
用
者
の
状
態
を
踏
ま
え
た
介

助
状
況
の
再
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

い
、
負
担
軽
減
の
方
法
を
発
信
す

る
。

・
利
用
者
の
身
体
機
能
の
低
下
や
意
思
疎
通
が
困
難
な
場
合

に
、
支
援
者
の
介
助
動
作
の
負
担
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
立
位
困
難
者
の
排
泄
支
援
の
見
直
し
、
移
乗
介
助
は
利
用

者
合
わ
せ
て
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
活
用
や
2
名
に
よ
る

介
助
に
変
更
し
た
。

取
り
組
み
件
数

支
援
者
の
介
護
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組

み夜
中
に
災
害
が
起
き
た
際
の
避
難
対
応
方
法

を
再
検
討
す
る
。

担
当
者
提
案
の
実
施
件
数

・
利
用
者
の
状
態
変
化
や
個
別

支
援
計
画
に
基
づ
き
継
続
し
て
行

う
。

・
特
に
な
し
。

・
担
当
者
提
案
の
支
援
内
容
の
見
直
し
回
数
は
、
大
空
7
0

件
、
輝
き
1
0
5
件
で
あ
っ
た
。
利
用
者
の
状
態
に
応
じ
て
支
援

内
容
を
変
更
し
た
。

支
援
内
容
の
向
上
と
個
別
対
応
の
統
一

検
討
回
数

・
停
電
時
に
備
え
対
応
を
見
直
す

・
備
蓄
食
の
補
充
を
行
う
。

・
災
害
へ
の
対
策
は
備
蓄
食
の
数
量
の
確
認
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

・
検
討
回
数
4
回
。

・
火
災
想
定
訓
練
を
実
施
し
た
。
（
大
空
輝
き
2
回
、
な
ご
み
2

回
、
く
つ
ろ
ぎ
1
回
）

・
つ
な
が
り
に
く
さ
を
具
体
的
な
把

握
し
、
原
因
へ
対
処
す
る
。

業
務
プ
ロ

セ
ス
の
視

点顧
客
の
視

点

・
実
施
確
認
を
定
期
的
に
行
う

・
集
計
や
事
故
防
止
策
の
周
知
を

継
続
す
る
。

広
報
活
動
の
強
化

・
記
録
項
目
を
追
加
す
る
。

・
リ
ハ
ビ
リ
実
施
計
画
書
に
基
づ

き
、
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
。

生
活
支
援
・
個
別
対
応
の
充
実
と
家
族
の
満
足

度
の
向
上

満
足
度
調
査
に
よ
る
満
足
率

業
務
の
効
率
化

効
率
化
で
き
た
業
務
件
数

・
ハ
ナ
ス
ト
に
よ
る
音
声
に
よ
る
記
録
入
力
、
連
絡
機
能
を
活

用
し
て
い
る
。
記
録
時
間
の
短
縮
、
全
体
連
絡
が
業
務
効
率

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
S
IM
カ
ー
ド
使
用
に
よ
り
、
電
波
環
境
が
改
善
さ
れ
て
い
る

が
、
事
業
所
の
一
部
で
連
絡
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

リ
ハ
ビ
リ
等
に
よ
る
身
体
機
能
の
維
持
及
び
向

上
満
足
度
調
査
に
よ
る
満
足
率

・
満
足
度
調
査
で
は
大
空
入
居
者
で
は
外
出
・
行
事
で
は
満

足
度
が
向
上
し
て
い
る
が
他
の
項
目
で
は
微
減
し
て
い
た
。

輝
き
通
所
で
は
食
事
、
日
中
活
動
で
向
上
、
他
の
項
目
で
は

微
減
、
健
康
管
理
や
個
別
支
援
計
画
で
は
減
少
し
て
い
た
が

回
答
率
は
1
0
0
％
で
あ
っ
た
。

・
満
足
度
の
減
少
要
因
は
「
わ
か
ら
な
い
」
の
回
答
の
増
加
が

考
え
ら
れ
る
。

・
満
足
度
調
査
で
は
令
和
6
年
度
は
令
和
4
年
度
と
比
較
し
、
リ

ハ
ビ
リ
の
満
足
度
が
9
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

・
生
活
動
作
（
食
事
、
ト
イ
レ
）
の
変
化
が
あ
る
が
、
記
録
に

残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
Ｇ
Ｈ
に
つ
い
て
の
収
支

試
算

試
算
実
施
回
数

・
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
に
つ
い
て
配
置
要
件
や
必
要
と
な
る

人
件
費
を
踏
ま
え
て
試
算
し
た
。
収
入
は
増
え
る
が
増
員
し
た

人
件
費
に
見
合
わ
な
か
っ
た
。

・
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
の
入
居
者
が
同
じ
建
物
内
の
輝
き

利
用
の
可
否
、
短
期
入
所
用
居
室
の
確
保
、
職
員
増
員
に
よ

る
支
出
の
増
加
等
の
課
題
が
あ
る
。

・
人
員
配
置
、
加
算
要
件
を
満
た

す
た
め
に
必
要
な
人
員
、
経
費
、

設
備
の
条
件
を
再
確
認
し
試
算

す
る
。

新
た
な
事
業
所
P
R
に
つ
い
て
検
討

・
広
報
委
員
会
実
施
回
数
（
5
回
）
、
事
業
所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

見
直
し
を
検
討
し
た
。

・
特
に
な
し
。

・
月
に
1
回
の
広
報
委
員
会
を
継

続
す
る
。

S
N
S
投
稿
回
数
増
加

・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
を
2
4
回
（
R
7
.4
～
1
2
）
行
っ
た
。

・
1
2
月
時
点
で
昨
年
よ
り
少
な
い
。

・
毎
月
の
投
稿
目
標
回
数
を
決

め
、
日
常
の
様
子
等
の
発
信
回

数
を
増
加
さ
せ
る
。
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部
署
名

共
同
生
活
援
助
部

第
３
次
中
期
経
営
戦
略
進
捗
報
告
書
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
）

戦
略
テ
ー

マ

高
齢
・
重
度
障
害
者
に
特
化
し
た
生
活
支

援
事
業
所
と
し
て
、
利
用
者
と
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
続
け
る

・
よ
り
多
く
の
人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
業
所
と
な
る
。

・
安
全
と
安
心
を
基
盤
に
、
利
用
者
及
び
家
族
の
更
な
る
利
用
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
。

・
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が
や
り
が
い
と
専
門
職
集
団
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。

区
分

重
点
課
題

成
果
尺
度

進
捗
状
況

目
標
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等

・
各
専
門
職
の
業
務
内
容
の
整
理
と
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
支
出
を
抑
え
各
事
業
の
利
用
率
を
更
に
向
上
さ
せ
る
。

・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
に
な
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

学
習
と
成

長
の
視
点

・
実
施
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

実
施
管
理
の
役
割
を
明
確
に
し

周
知
す
る
。
実
施
方
法
を
再
検
討

す
る
。

各
専
門
職
の
知
識
や
技
術
の
向
上
の
為
、
外

部
研
修
に
参
加
す
る
。

研
修
参
加
回
数

・
5
回
の
研
修
に
7
名
が
参
加
し
た
（
強
度
行
動
障
害
基
礎
、

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
基
礎
・
実
践
、
虐
待
防
止
）

・
職
位
や
経
験
年
数
等
に
応
じ
て
研
修
に
参
加
し
た
が
、
参
加

者
が
限
ら
れ
た
。

・
令
和
8
年
度
の
研
修
計
画
に

沿
っ
て
研
修
に
参
加
す
る
。

内
部
研
修
の
実
施
と
実
践
評
価

研
修
・
評
価
回
数

・
介
護
技
術
の
向
上
、
個
別
支
援
の
充
実
、
感
染
症
予
防
、
虐

待
防
止
に
つ
い
て
各
1
回
か
ら
2
回
実
施
し
た
。

・
研
修
内
容
の
検
討
が
遅
れ
、
内
容
を
直
前
で
変
更
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
ま
た
同
様
の
内
容
を
2
回
実
施
と
し
た
が
、
全
職

員
の
参
加
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

リ
ー
ダ
ー
(主
任
等
)の
O
J
T
内
容
と
技
術
の
向

上
を
図
る
。

内
部
へ
の
伝
達
研
修
実
施
回
数

・
外
部
研
修
参
加
者
に
よ
る
伝
達
を
2
回
（
支
援
記
録
の
充

実
・
虐
待
防
止
）
実
施
し
た
。

・
支
援
、
行
事
内
容
等
に
つ
い
て
主
任
や
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
が
中
心
と
な
り
O
J
T
を
行
っ
た
。

・
個
々
の
課
題
に
対
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。

・
人
事
考
課
表
及
び
目
標
考
課
表

に
基
づ
い
た
O
J
T
の
強
化
。

・
令
和
8
年
度
の
研
修
計
画
の
実

施
。
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